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なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

■ 商標類
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■ マイクロソフト製品のスクリーンショットの使用について
マイクロソフトの許可を得て使用しています。

■ マイクロソフト製品の表記について
このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

表記 正式名称

Excel Microsoft(R) Excel

Internet Explorer Windows(R) Internet Explorer(R)

■ 発行
2022 年 3 月　JCSM03-0110-01

■ 著作権
All Rights Reserved. Copyright (C) 2021, 2022, Hitachi, Ltd.
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変更内容

変更内容(JCSM03-0110-01)　JP1 Cloud Service　01-10
追加・変更内容 変更個所

Firefox のサポートバージョンを変更した。 1.1

ルート一覧画面で提供する機能が利用できない場合についての記載を追加した。 4.1

hosts 情報の新規登録時に，ping での通信確認を実施しないように変更した。 7.2.2

実行エージェントの編集についての注意事項を追加した。 8.1.3

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
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はじめに

このマニュアルは，JP1 Cloud Service で提供するサービスポータルの機能および操作について説明した
ものです。

■ 対象読者
このマニュアルは次の方にお読みいただくことを前提に説明しています。

• サービスポータルの利用方法や操作方法について知りたい方

• サービスポータルを利用してシステムを運用しようと考えている方，または運用するために設計する方

• サービスポータルを利用してシステムを運用する方

■ マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1 章　サービスポータル概要
サービスポータルの概要について説明しています。

第 2 章　ユーザー認証と操作権限
サービスポータルのユーザー認証と操作権限について説明しています。

第 3 章　プラットフォーム
プラットフォームのメニューで提供する機能について説明しています。

第 4 章　ネットワーク
ネットワークのメニューで提供する機能について説明しています。

第 5 章　接続ホストの表示，切り替え
接続ホストの表示，切り替えの機能について説明しています。

第 6 章　利用状況
利用状況のメニューで提供する機能について説明しています。

第 7 章　JP1 管理基盤
JP1 管理基盤のメニューで提供する機能について説明しています。

第 8 章　ジョブスケジューラー
ジョブスケジューラーのメニューで提供する機能について説明しています。
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第 9 章　ファイル
ファイルのメニューで提供する機能について説明しています。

第 10 章　タスク
タスクのメニューで提供する機能について説明しています。

第 11 章　ユーザー管理
ユーザー管理のメニューで提供する機能について説明しています。

第 12 章　ログ管理
ログ管理のメニューで提供する機能について説明しています。

第 13 章　その他，共通
サービスポータルのその他の共通機能について説明しています。

第 14 章　注意事項・制限事項
サービスポータルの注意事項・制限事項について説明しています。

付録 A　設定パラメータ・ツール
JP1 の設定パラメータシートおよび設定作業をサポートするためのツールについて説明してい
ます。

付録 B　各バージョンの変更内容
各バージョンの変更内容について説明しています。

付録 C　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報について説明しています。

付録 D　用語解説
このマニュアルで使用する用語について説明しています。
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1 サービスポータル概要

サービスポータルの概要について説明します。サービスポータルでは，サービス利用における定
型作業を支援し，運用作業を効率化する機能を提供します。
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1.1　利用可能な Web ブラウザー

サービスポータルをご利用可能な Web ブラウザーを以下に示します。

• Windows(R) Internet Explorer(R) 11

• Firefox(R) ESR 91

• Google Chrome 86 以降

• Microsoft Edge 88 以降

1.　サービスポータル概要
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1.2　機能概要

サービスポータルで提供する機能の一覧を以下に示します。

カテゴリ 機能 説明

ユーザー認証と操作権限 ログインとログアウト 不正なユーザーによるアクセスを防止す
るためにログイン認証を行います。

ログインユーザーの情報表示 ログインしているポータルのユーザーの
情報を表示できます。

ログインユーザーのパスワード変更 ログインしているポータルのユーザーの
パスワードを変更できます。

プラットフォーム 提供するファイルの表示，ダウンロード サービスから共通的に提供するファイル
を表示して，ダウンロードできます。ダ
ウンロードできる主なファイルは以下で
す。
• サービス利用ガイド（マニュアル）

マネージャーの表示 サービスで提供されるマネージャーホス
トの情報を表示できます。

マネージャーからのジョブ定義のエクス
ポート

JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマ
ネージャーからジョブ定義をエクスポー
トできます。

マネージャーへのジョブ定義のイン
ポート

JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマ
ネージャーにジョブ定義をインポートで
きます。

ネットワーク ルートの表示 サービスで提供されるマネージャーとの
通信に利用されるルート（経路）情報を
表示できます。

ルートの追加 ルートを追加できます。

ルートの削除 ルートを削除できます。

接続ホストの表示，切り替え 操作対象ホストの表示，切り替え JP1 関連の機能について，接続して操作
対象とするホストを選択して切り替える
ことができます。

利用状況 メトリクスの表示 マネージャーの CPU 使用率，メモリ使
用率といった利用状況（メトリクス）を
グラフで表示して確認できます。

JP1 管理基盤 JP1 ユーザーの表示 JP1 ユーザーの情報を表示できます。

JP1 ユーザーの新規作成 JP1 ユーザーを新規に作成できます。

JP1 ユーザーの編集 JP1 ユーザーの操作権限を変更できます。

JP1 ユーザーの削除 JP1 ユーザーを削除できます。

1.　サービスポータル概要
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カテゴリ 機能 説明

JP1 管理基盤 JP1 ユーザーのパスワード変更 JP1 ユーザーのパスワードを変更できま
す。

hosts 情報の表示 hosts 情報を表示できます。

hosts 情報の新規登録 hosts 情報を新規に登録できます。

ジョブスケジューラー 実行エージェントの表示 実行エージェントの情報を表示できます。

実行エージェントの新規作成 実行エージェントを新規に作成できます。

実行エージェントの編集 実行エージェントを編集できます。

実行エージェントの削除 実行エージェントを削除できます。

ファイル ログの表示 サービスから提供可能な以下のログを表
示できます。
• 統合トレースログ
• 実行操作ログ

ログのエクスポート，ダウンロード ログの内容をエクスポートしてダウンロー
ドできます。

ホストに紐づくファイルの表示，ダウン
ロード

サービスから提供する，操作対象のホス
トに紐づくファイルを表示して，ダウン
ロードできます。ダウンロードできる主
なファイルは以下です。
• エージェントセットアップ支援ツール

タスク タスク表示 実行されたタスクの実行状況や実行履歴
を表示できます。

ユーザー管理 ユーザーの表示 ポータルのユーザーの情報を表示できま
す。

ユーザーの新規作成 ポータルのユーザーを新規に作成できま
す。

ユーザーの編集 ポータルのユーザーの情報や権限を編集
できます。

ユーザーの削除 ポータルのユーザーを削除できます。

アカウントのロック解除 ロック状態を解除できます。

パスワードのリセット パスワードをリセットできます。

チームの表示 チームの情報を表示できます。

チームの新規作成 チームを新規に作成できます。

チームの編集 チームの情報を編集できます。

チームのメンバー変更 チームのメンバーを変更できます。

チームの削除 チームを削除できます。

1.　サービスポータル概要
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カテゴリ 機能 説明

ログ管理 管理者向けログの表示 管理者向けにサービスから提供可能な以
下のログを表示できます。
• ポータルユーザー操作ログ

管理者向けログのエクスポート，ダウン
ロード

管理者向けのログの内容をエクスポート
してダウンロードできます。

その他，共通 お知らせの表示 サービス提供者からのお知らせを表示で
きます。

用語集の表示 用語集を表示できます。

1.　サービスポータル概要
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1.3　利用方法の概要

サービスポータルの利用方法の概要について説明します。

1.3.1　サービスポータルへのログイン
Web ブラウザーを起動して，サービスポータルの URL にアクセスします。

ユーザー ID とパスワードを入力して，ログインします。

サービスポータルの URL や，初期提供されるユーザー ID と初期パスワードは，ご契約情報一覧にてお知
らせする接続情報でご確認ください。

注意事項
Web ブラウザーの設定で，アクセス先のサーバーである Web サイトを［信頼済みサイト］に追加し
てください。また，［信頼済みサイト］に「about:blob」を追加してください。追加の際，Internet
Explorer では「このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認（https:）を必要とする」のチェックを
外す必要があります。

初回のログイン時には，ログインユーザーのパスワードの変更が必要です。

ログインやログイン後の画面についての詳細は，「2 ユーザー認証と操作権限」を参照してください。ま
た，サービスポータルのユーザーの権限については，「2.5 提供する機能とユーザーの権限の関係」を参照
してください。

1.3.2　チームの作成
ポータル管理者は，最初にチームを作成します。ポータルのチーム管理者および利用者は，チームの作成
はしないため，本節の内容を確認する必要はありません。

1.　サービスポータル概要
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チームは，ポータルのユーザーのグルーピングのために利用できます。ポータルのユーザーの一覧画面に
表示されるチーム名でフィルタリングやソートをすることで，ポータルのユーザーの絞り込みや検索に利
用できます。

また，チームは，環境種別（開発環境，本番環境など）と関連付けることができます。チーム管理者は，
自身が所属するチームの情報表示とチームのメンバーに対するユーザー操作だけを実行できます。加えて，
関連付けを行うことで，そのチームのチーム管理者は関連付く環境の管理者としても振る舞うことができ
ます。例えば，チーム A を本番環境に関連付け，チーム B を開発環境に関連付けた場合，チーム A のチー
ム管理者はユーザー作成・編集時に本番環境のホストに対してだけ権限を設定可能です。一方，チーム B
のチーム管理者は開発環境のホストに対してだけ権限を設定できます。このように，チームに環境種別を
関連付けることで，扱いが異なる環境ごとにユーザーを分離して運用することができます。なお，この分
離の運用において，ポータル管理者が不要な場合にはサービス窓口までお問い合わせください。

［管理］画面に移動し，［管理］画面のナビメニュー［ユーザー管理］−［チーム一覧］のチーム一覧画面
から，［新規作成］ボタンをクリックして起動するダイアログに必要な情報を入力してチームを作成してく
ださい。

なお，デフォルトで 1 つのチームが作成された状態で提供されます。このチーム名を［編集］ボタンから
編集してご利用いただくこともできます。

1.　サービスポータル概要
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チームの管理機能として，情報表示，新規作成，編集，メンバー変更，削除があります。

チームの操作方法の詳細は，「11.2 チーム一覧」を参照してください。

1.3.3　ポータルのユーザーの作成
ポータルの管理者は，次にサービスポータルを利用するために必要なポータルのユーザーを作成します。
ポータルの利用者は，ポータルのユーザーは作成しないため，本節の内容を確認する必要はありません。

［管理］画面に移動し，［管理］画面のナビメニュー［ユーザー管理］−［ユーザー一覧］のユーザー一覧
画面から，［新規作成］ボタンをクリックして起動するウィザードに必要な情報を入力してポータルのユー
ザーを作成してください。

以下のユーザー情報の入力画面で，チーム名，ユーザー名（氏名，ローマ字氏名），作成するユーザーに与
えるサービスポータル上の権限を選択します。

次の環境利用設定の入力画面で，提供されるホスト・環境種別ごとに，作成するユーザーに与える権限を
選択します。

1.　サービスポータル概要
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次の確認画面で，作成前に内容を確認してユーザーを作成します。作成したユーザーや初期パスワードの
利用者への通知は，管理者が適切な手段で行ってください。

ユーザーの管理機能として，情報表示，新規作成，編集，削除，チームメンバー変更，ロック解除，パス
ワードリセットがあります。

ポータルのユーザーの操作方法の詳細は，「11.1 ユーザー一覧」を参照してください。また，サービスポー
タル上の権限や，提供されるホストごとの権限およびネットワークの権限については，「2.5 提供する機能
とユーザーの権限の関係」を参照してください。

1.3.4　ファイルの取得
サービスから提供するファイルをダウンロードできます。

すべてのポータルのユーザーに共通的に提供するファイルを取得する場合，［JP1］画面に移動し，［JP1 画
面］のナビメニュー［プラットフォーム］−［提供ファイル一覧］の提供ファイル一覧画面から，サービ
ス利用ガイド（マニュアル）などを取得することができます。

1.　サービスポータル概要
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ファイルの取得方法の詳細は，「3.1 提供ファイル一覧」を参照してください。

また，サービスで提供されるホストに紐づくファイルを取得する場合，［JP1］画面に移動し，［接続ホスト
切替］ボタンをクリックして，表示対象とするホストを選択して切り替えます。切り替え後，［JP1 画面］
のナビメニュー［ファイル］−［提供ファイル一覧］の提供ファイル一覧画面から，現在選択している表
示対象ホストに紐づくファイル（エージェントセットアップ支援ツールなど）を取得することができます。

ホストに紐づくファイルの取得方法の詳細は，「9.2 提供ファイル一覧」を参照してください。

1.3.5　マネージャーの操作
サービスで提供されるマネージャーホストについて，情報表示，ジョブ定義のエクスポート，ジョブ定義
のインポートができます。例えば，開発環境の JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマネージャーから
開発したジョブ定義をエクスポートし，本番環境の JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマネージャー
にジョブ定義をインポートすることで，マネージャー間でジョブ定義を移行・配布することができます。

1.　サービスポータル概要
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［JP1］画面に移動し，［JP1］画面のナビメニュー［プラットフォーム］−［マネージャー一覧］のマネー
ジャー一覧画面から，サービスで提供されるマネージャーホストの情報表示やジョブ定義のエクスポート
などの操作ができます。

マネージャーの操作方法の詳細は，「3.2 マネージャー一覧」を参照してください。

1.3.6　ネットワークの操作
サービスで提供されるマネージャーとの通信に利用されるルート（経路）情報の表示，追加，削除ができ
ます。ルート情報は，サービス側のネットワークからお客様環境のネットワークへの通信のルーティング
のために設定が必要になります。

［JP1］画面に移動し，［JP1］画面のナビメニュー［ネットワーク］−［ルート一覧］のルート一覧画面か
ら，利用権限がある環境種別のルート情報の表示や追加などの操作ができます。

ルートの操作方法の詳細は，「4.1 ルート一覧」を参照してください。

1.　サービスポータル概要
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1.3.7　利用状況の表示
サービスで提供されるホストについて，マネージャーの CPU 使用率，メモリ使用率といった利用状況（メ
トリクス）をグラフで表示して確認できます。

［JP1］画面に移動し，［接続ホスト切替］ボタンをクリックして，表示対象とするホストを選択して切り替
えます。切り替え後，［JP1］画面のナビメニュー［利用状況］−［メトリクス］のメトリクス画面から，
現在選択している表示対象ホストの利用状況（メトリクス）を確認できます。

メトリクスの表示方法の詳細は，「6.1 メトリクス」を参照してください。

1.3.8　JP1 ユーザーの操作
サービスで提供されるホストについて，JP1 ユーザーの情報表示，新規作成，編集，削除，パスワード変
更ができます。

［JP1］画面に移動し，［接続ホスト切替］ボタンをクリックして，表示・操作対象とするホストを選択して
切り替えます。切り替え後，［JP1］画面のナビメニュー［JP1 管理基盤］−［JP1 ユーザー一覧］の JP1
ユーザー一覧画面から，現在選択している表示・操作対象ホストの JP1 ユーザーの情報表示や新規作成な
どの操作ができます。

1.　サービスポータル概要
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JP1 ユーザーの操作方法の詳細は，「7.1 JP1 ユーザー一覧」を参照してください。

1.3.9　hosts 情報の操作
サービスで提供されるホストについて，エージェントとして使用するためにマネージャーに登録されてい
るサーバーの hosts 情報の表示，新規登録ができます。hosts 情報は，マネージャーとエージェント間で
通信する際の名前解決のために登録が必要になります。

［JP1］画面に移動し，［接続ホスト切替］ボタンをクリックして，表示・操作対象とするホストを選択して
切り替えます。切り替え後，［JP1］画面のナビメニュー［JP1 管理基盤］−［hosts 情報一覧］の hosts
情報一覧画面から，現在選択している表示・操作対象ホストの hosts 情報の表示や新規登録の操作ができ
ます。

hosts 情報の操作方法の詳細は，「7.2 hosts 情報一覧」を参照してください。

1.　サービスポータル概要
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1.3.10　実行エージェントの操作
サービスで提供される JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマネージャーホストについて，実行エージェ
ントの情報表示，新規作成，編集，削除ができます。

［JP1］画面に移動し，［接続ホスト切替］ボタンをクリックして，表示・操作対象とするホストを選択して
切り替えます。切り替え後，［JP1］画面のナビメニュー［ジョブスケジューラー］−［実行エージェント
一覧］の実行エージェント一覧画面から，現在選択している表示・操作対象ホストの実行エージェントの
情報表示や新規作成などの操作ができます。

実行エージェントの操作方法の詳細は，「8.1 実行エージェント一覧」を参照してください。

1.3.11　ログの取得
サービスで提供されるホストについて，統合トレースログなどをエクスポートしてダウンロードできます。

［JP1］画面に移動し，［接続ホスト切替］ボタンをクリックして，表示・操作対象とするホストを選択して
切り替えます。切り替え後，［JP1］画面のナビメニュー［ファイル］−［ログ一覧］のログ一覧画面から，
現在選択している表示・操作対象ホストのログを取得することができます。

1.　サービスポータル概要
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ログの取得方法の詳細は，「9.1 ログ一覧」を参照してください。

1.3.12　管理者向けログの取得
ポータルの管理者向けに，ポータルのユーザーの操作履歴が出力されているポータルユーザー操作ログを
エクスポートしてダウンロードできます。

［管理］画面のナビメニュー［ログ管理］−［ログ一覧］のログ一覧画面から，ログを取得することができ
ます。

管理者向けログの取得方法の詳細は，「12.1 ログ一覧」を参照してください。

1.3.13　タスクの表示
ポータルから各種実行操作をしたとき，これら操作はタスクとして登録されます。

1.　サービスポータル概要
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［タスク］画面を選択すると表示されるタスク一覧画面から，実行されたタスクの実行状況や実行履歴を参
照することができます。

タスクの表示方法の詳細は，「10 タスク」を参照してください。

1.　サービスポータル概要
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2 ユーザー認証と操作権限

サービスポータルのユーザー認証と操作権限について説明します
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2.1　ログインとログアウト

2.1.1　ログイン手順
ログインする手順を次に示します。

1. Web ブラウザーを起動して，サービスポータルの URL にアクセスします。

2. ログイン画面で，［ユーザー ID］と［パスワード］を入力したあと，［ログイン］ボタンをクリックし
ます。

［ユーザー ID］と［パスワード］には 1〜255 バイトの任意文字列（文字種チェックなし）を指定可能
です。なお，［ユーザー ID］にはユーザーごとに割り当てられたユーザー ID を指定します。

ログイン画面に表示する各エリアの説明を以下に示します。

項目 説明

通知エリア システムメンテナンスによるサービス停止など，サービス提供元からのお知らせが表示さ
れます。

エラー詳細エリア ログイン画面を表示した直後はこのエリアは表示されません。
ログインに失敗したときにこのエリアが表示され，エラーの詳細が表示されます。

3. ログインに成功すると，以下のメイン画面が表示されます。

2.　ユーザー認証と操作権限
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メイン画面の構成を以下に示します。

画面 説明

共通 画面上部で共通的な以下の機能を提供します。
• お知らせの表示（［お知らせ］ボタン）
• 用語集の表示（［用語集］ボタン）
• ログインユーザーの情報表示（「現在のユーザー」で示されたユーザー ID のリンク）
• ログインユーザーのパスワード変更（［パスワード変更］ボタン）
• ログアウト（［ログアウト］ボタン）

JP1 JP1 関連の以下機能を提供します。接続ホストの表示，切り替え以降の機能は，提供される
ホストごとに切り替えて表示できます。
• プラットフォーム
• ネットワーク
• 接続ホストの表示，切り替え
• 利用状況
• JP1 管理基盤
• ジョブスケジューラー
• ファイル

タスク タスク表示の機能を提供します。

管理 ユーザー管理とログ管理の機能を提供します。
ログインユーザーが，チーム管理者またはポータル管理者のときに表示されます。

補足事項

• Web ブラウザーの設定で，アクセス先のサーバーである Web サイトを［信頼済みサイト］に追加
してください。また，［信頼済みサイト］に「about:blob」を追加してください。追加の際，Internet
Explorer では［このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認（https:）を必要とする］のチェッ
クを外す必要があります。

• 日時（最終更新日時など）の表示は，Web ブラウザーの環境に応じて表示されます。日時の説明の
中でタイムゾーンが指定されている場合は，そのタイムゾーンで表示されます。

2.　ユーザー認証と操作権限

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 29



2.1.2　ログアウト手順
ログアウトする場合は，メイン画面の右上の［ログアウト］ボタンをクリックします。ログアウトすると，
ログイン画面が表示されます。

2.　ユーザー認証と操作権限
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2.2　サービスポータルのユーザー

2.2.1　ユーザー ID について
ユーザー ID は以下の仕様になります。ローマ字小文字の姓と名をピリオドでつなぎます。重複時は前 0
なしの 2 からの連番を付与します。

<ローマ字姓(小文字)>.<ローマ字名(小文字)><2からの連番(重複時のみ。前0なし)>

サービスポータルからユーザーを新規作成した場合，入力情報のローマ字姓およびローマ字名から ID を
自動生成して登録します。

2.2.2　パスワードについて
ユーザーは新規登録時に固定の初期パスワードを与えられ，サービスポータルへの初回ログイン時にパス
ワードを変更後，サービスポータルをご利用いただけます。作成したユーザーや初期パスワードの利用者
への通知は，チーム管理者またはポータル管理者（ユーザーを作成した管理者）が適切な手段で通知を行っ
てください。また，利用者が変更後のパスワードを忘れてしまった場合などを考慮し，チーム管理者およ
びポータル管理者向けに，指定したユーザーのパスワードを初期パスワードにリセットする機能を提供し
ます。

2.2.3　ユーザーのロックアウトについて
ログインするユーザーは，サービスのパスワードポリシーに基づいて，6 回以上間違ったパスワードを入
力するとアカウントがロックアウトされます。ロックアウトされると，30 分経過するまでログイン不可の
状態となります。このロックアウトをサービスポータルから解除いただくために，チーム管理者およびポー
タル管理者向けに，指定したユーザーのロックを解除する機能を提供します。

2.　ユーザー認証と操作権限
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2.3　ログインユーザーの情報表示

ログインユーザーの詳細情報は，メイン画面の右上の「現在のユーザー」で示されたユーザー ID のリン
クをクリックすると表示されます。

表示する項目と説明を以下に示します。

注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。

カテゴリ 項目 説明

ユーザー情報 ユーザー ID ユーザーごとに割り当てられたユーザー ID が表示されます。

チーム名 ユーザーが所属するチーム名が表示されます。

氏名 ユーザーの氏名が以下の形式で表示されます。

形式
姓△名

（凡例）△：半角空白

ローマ字氏名 ローマ字氏名が表示されます。

権限 サービスポータルでのユーザーの権限が表示されます。
• 利用者
• チーム管理者

2.　ユーザー認証と操作権限
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カテゴリ 項目 説明

ユーザー情報 権限 • ポータル管理者

環境利用設定 接続ホストの権限設定 提供されるホストごとに設定されている権限を表示します。権限は以
下のどれかが表示されます。
• 利用しない
• 参照
• 運用
• 管理

ネットワークの権限設定 提供される環境種別ごとに設定されているネットワークの権限を表示
します。以下のどれかが表示されます。
• 利用しない
• 利用する
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2.4　ログインユーザーのパスワード変更

ログインユーザーのパスワード変更は，メイン画面の右上の［パスワード変更］ボタンから行います。［パ
スワード変更］ボタンをクリックすると表示される以下のダイアログから変更を実施してください。

入力項目には 1〜255 バイトの任意文字列（文字種チェックなし）を指定可能です。

新しいパスワードは，サービスのパスワードポリシーを満たしている必要があります。パスワードポリシー
の詳細は「11.1.9 ユーザー管理ポリシーに関する注意事項」を参照してください。
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2.5　提供する機能とユーザーの権限の関係

ユーザーの権限には，以下の種類があります。

ポータルの権限は，提供されるサービスポータル上の権限になります。

接続ホストごとの権限は，JP1 関連の機能について，サービスから提供されるホストごとに設定できる権
限になります。

ネットワークの権限は，ネットワーク関連の機能について，サービスから提供される環境種別ごとに設定
できる権限になります。

カテゴリ 権限の種類 説明

ポータルの権限 ポータル管理者 サービスポータルの管理者権限がありま
す。

チーム管理者 サービスポータルのチーム管理者権限が
あります。

利用者 サービスポータルの利用者権限がありま
す。

接続ホストごとの権限 管理 対象ホストについて利用でき，管理権限
があります。

運用 対象ホストについて利用でき，運用権限
があります。

参照 対象ホストについて利用でき，参照権限
があります。

利用しない 対象ホストについて利用できません。

ネットワークの権限 利用する 対象の環境種別に対してネットワーク関
連の操作を実施できます。

利用しない 対象の環境種別に対してネットワーク関
連の操作は実施できません。

提供する機能とユーザーの権限の関係を以下に示します。

「ポータルの権限」と「接続ホストごとの権限」および「ネットワークの権限」を足し合わせたものが，そ
のユーザーでできることになります。

権限がない機能については，非表示や非活性となり，操作できません。
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サービスポータルの
機能

ユーザー権限 備考

ポータルの権限 接続ホストごとの権限 ネットワークの
権限

ポータ
ル管
理者

チーム
管理者

利用者 管理 運用 参照 利用し
ない

利用
する

利用し
ない

ユーザー
認証と操
作権限

ログイン
とログア
ウト

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ログイン
ユーザー
の情報
表示

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ログイン
ユーザー
のパス
ワード
変更

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

プラット
フォーム

提供する
ファイル
の表示，
ダウン
ロード

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

マネー
ジャーの
表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

マネー
ジャーか
らのジョ
ブ定義の
エクス
ポート

■ ■ ■ ○ ○ − − ■ ■

マネー
ジャーへ
のジョブ
定義のイ
ンポート

■ ■ ■ ○ ○ − − ■ ■

ネット
ワーク

ルートの
表示

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ −

ルートの
追加

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ −

ルートの
削除

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ −
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サービスポータルの
機能

ユーザー権限 備考

ポータルの権限 接続ホストごとの権限 ネットワークの
権限

ポータ
ル管
理者

チーム
管理者

利用者 管理 運用 参照 利用し
ない

利用
する

利用し
ない

接続ホス
トの表
示，切り
替え

操作対象
ホストの
表示，切
り替え

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

利用状況 メトリク
スの表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

JP1 管理
基盤

JP1 ユー
ザーの
表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

JP1 ユー
ザーの新
規作成

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■

JP1 ユー
ザーの
編集

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■

JP1 ユー
ザーの
削除

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■

JP1 ユー
ザーのパ
スワード
変更

■ ■ ■ ○ ○ − − ■ ■

hosts 情
報の表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

hosts 情
報の新規
登録

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■

ジョブ
スケ
ジュー
ラー

実行エー
ジェント
の表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

実行エー
ジェント
の新規
作成

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■
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サービスポータルの
機能

ユーザー権限 備考

ポータルの権限 接続ホストごとの権限 ネットワークの
権限

ポータ
ル管
理者

チーム
管理者

利用者 管理 運用 参照 利用し
ない

利用
する

利用し
ない

ジョブ
スケ
ジュー
ラー

実行エー
ジェント
の編集

■ ■ ■ ○ △ − − ■ ■ ※1

実行エー
ジェント
の削除

■ ■ ■ ○ − − − ■ ■

ファイル ログの
表示

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

ログのエ
クスポー
ト，ダウ
ンロード

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

ホストに
紐づく
ファイル
の表示，
ダウン
ロード

■ ■ ■ ○ ○ ○ − ■ ■

タスク タスク
表示

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※2

ユーザー
管理

ユーザー
の表示

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

ユーザー
の新規
作成

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

ユーザー
の編集

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

ユーザー
の削除

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

アカウン
トのロッ
ク解除

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

パスワー
ドのリ
セット

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3
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サービスポータルの
機能

ユーザー権限 備考

ポータルの権限 接続ホストごとの権限 ネットワークの
権限

ポータ
ル管
理者

チーム
管理者

利用者 管理 運用 参照 利用し
ない

利用
する

利用し
ない

ユーザー
管理

チームの
表示

○ △ − ■ ■ ■ ■ ■ ■ ※3

チームの
新規作成

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

チームの
編集

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

チームの
メンバー
変更

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

チームの
削除

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

ログ管理 管理者向
けログの
表示

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

管理者向
けログの
エクス
ポート，
ダウン
ロード

○ − − ■ ■ ■ ■ ■ ■

その他，
共通

お知らせ
の表示

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

用語集の
表示

○ ○ ○ ■ ■ ■ ■ ■ ■

（凡例）
○：表示・操作できる。
△：一部操作できる。
−：表示・操作できない。
■：他の権限により制御される。

注※1
運用権限では，ジョブの受付配信制限の状態だけを変更できます。

注※2
チーム管理者と利用者は，ログインユーザー自身が実行したタスクだけ表示できます。

注※3
チーム管理者は，自身が所属するチームの情報表示とチームのメンバーに対するユーザー操作だけを実行できます。ただし，
ポータル管理者に対する操作（編集・削除・ロック解除・パスワードリセット）は実行できません。
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3 プラットフォーム

プラットフォームのメニューで提供する機能について説明します。
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3.1　提供ファイル一覧

［JP1］画面のナビメニュー［プラットフォーム］−［提供ファイル一覧］を選択すると，提供ファイル一
覧画面が表示されます。

3.1.1　一覧表示
サービスから共通的に提供するファイルを表示して，ダウンロードできます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

ファイル名 ファイル名が表示されます。
ファイル名のリンクをクリックすると，ファイルをダウンロードできます。

説明 ファイルの説明が表示されます。

最終更新日時 ファイルの最終更新日時が表示されます。

サイズ ファイルのサイズが表示されます。
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3.2　マネージャー一覧

［JP1］画面のナビメニュー［プラットフォーム］−［マネージャー一覧］を選択すると，マネージャー一
覧画面が表示されます。

3.2.1　一覧表示
サービスで提供されるマネージャーホストの情報を表示できます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

マネージャーホスト名 ログインユーザーが利用できるマネージャーホスト名が表示されます。マネージャーホ
スト名のリンクをクリックすると，マネージャーホストの詳細情報を参照することがで
きます。

ステータス マネージャーの状態が表示されます。

登録済
登録が完了している状態です。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

ステータスが操作中の場合，そのマネージャーホストを選択したときに各操作ボタンが
非活性になり，それらの操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

マネージャー種別 マネージャーホストの種別が表示されます。

ジョブスケジューラー
JP1/Automatic Job Management System 3 のことです。
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項目 説明

マネージャー種別 統合オペレーション
JP1/Integrated Management 2 のことです。

環境種別 マネージャーホストの環境種別（開発環境，本番環境など）が表示されます。

説明 マネージャーホストの説明が表示されます。

3.2.2　詳細表示
サービスで提供されるマネージャーホストの詳細情報を表示できます。

マネージャー一覧画面から，対象のマネージャーホストの名前のリンクをクリックすると，詳細表示のダ
イアログが起動します。

表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

マネージャーホスト名 マネージャーホスト名が表示されます。

マネージャー種別 マネージャーホストの種別が表示されます。

ジョブスケジューラー
JP1/Automatic Job Management System 3 のことです。

統合オペレーション
JP1/Integrated Management 2 のことです。

環境種別 マネージャーホストの環境種別（開発環境，本番環境など）が表示されます。

認証サーバー名 マネージャーホストの認証サーバー名が表示されます。

関連する Web ページ 関連する Web ページの URL がリンク付きで表示されます。

説明 マネージャーホストの説明が表示されます。
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3.2.3　ジョブ定義のエクスポート
JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマネージャーからジョブ定義をエクスポートできます。

マネージャー一覧画面から，対象のマネージャーを 1 つ選択して［ジョブ定義エクスポート］ボタンをク
リックします。起動する以下のダイアログに必要な情報を入力し，［実行］ボタンをクリックしてエクス
ポートします。

複数選択した場合やステータスが操作中のマネージャーを選択した場合，またはマネージャー種別が「ジョ
ブスケジューラー」以外の場合，［ジョブ定義エクスポート］ボタンが非活性となり，操作できません。

注意事項

• ジョブ定義のエクスポートを行う際は，対象のすべてのユニットの所有者が空白指定になっていな
いことを確認してください。所有者が空白指定の場合，インポート先のマネージャーホスト上で正
しく定義されない場合があります。

項目 説明 指定要否

マネージャーホスト名 選択したマネージャーホスト名が表示されます。 −

ユニット名 定義内容を出力するジョブ名，ジョブネット名，またはジョブ
グループ名（ユニット名）を入力します。
1〜930 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指
定可能です。
ユニット名は先頭スラッシュ（/）の完全名で指定する必要があ
ります。ルートジョブグループからそのユニットまでの名称を
スラッシュ（/）で区切って指定したものです。ただし，ルート
ジョブグループを表す「/」は指定できません。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ ( ) , : ; = スペース

その他，注意事項
任意名を指定する場合に，総称名を表す記号（* ? [ ]）を
指定できます。

必須
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項目 説明 指定要否

ユニット名 例えば，ジョブネット（/net1）中にジョブ（job1，job2，
job3，job4）が定義されている場合，ジョブネット（/
net1）中のすべてのジョブを操作対象にしたいときは，「/
net1/*」，「/net1/job?」「/net1/job[1234]」のように指定で
きます。
また，以下の記号は JP1/AJS3 の前製品（JP1/AJS）からの
移行時のために用意されています。
& * < > ? [ \ ] ^ {｜} ~

これらの記号を使用したユニットを指定する場合は，記号の
前に「\」文字を置いてキャストしてください。
また，機種依存文字は使用できません。機種依存文字を使用
した場合，文字化けするおそれがあります。

必須

スケジューラーサービス名 対象とするスケジューラーサービスのサービス名を入力します。
1〜30 バイトの半角英数字と以下の記号を指定可能です。

使用できる記号
! # % + - . _

必須

公開先ホスト エクスポートしたジョブ定義を公開するマネージャーホストを
選択します。権限に関わらずすべてのジョブスケジューラーの
マネージャーホストが表示され，複数選択することもできます。
選択できるホストの数は，最大 4 つです。

必須

定義ファイル名のサフィックス エクスポートした定義ファイルにサフィックス（接尾辞）とし
て付与する文字列を入力します。
1〜128 バイトの半角英数字と以下の記号を指定可能です。

使用できる記号
! - _ ( )

任意

説明 定義ファイルの説明を入力します。
1〜128 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指
定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ ! # % & ( ) * , ; <
> ? [ \ ] ^ { | } ~

任意

ジョブ定義エクスポートのタスクが完了すると，公開先ホストとして選択したホストに紐づくファイルと
して，ナビメニュー［ファイル］−［提供ファイル一覧］に表示されます。ファイル名は，「ajsjobdef_<
タスク ID>_<入力したサフィックス>.zip」（例：ajsjobdef_0000000001_sample.zip）です。ただし，サ
フィックスを指定しなかった場合，サフィックス前のアンダーバー（_）含めてファイル名には入りません。

zip ファイル中に格納されているジョブ定義のファイル名を以下に示します。

項目 ファイル名 ファイル名の例

ジョブ定義 ajsjobdef_<タスク ID>_<入力したサフィッ
クス※>.txt

ajsjobdef_0000000001_sample.txt
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項目 ファイル名 ファイル名の例

ジョブ定義 注※
サフィックスを指定しなかった場合，サ
フィックス前のアンダーバー（_）含めて
ファイル名には入りません。

ajsjobdef_0000000001_sample.txt

エクスポートしたジョブ定義の保管期間は 90 日です。最終更新日時（エクスポートした日時）から 90 日
を経過したジョブ定義は削除されます。

また，ジョブ定義（ユニット定義ファイル）の出力形式などの内容は，JP1/Automatic Job Management
System 3 のマニュアルを参照してください。文字コードは UTF-8，改行コードは LF です。

3.2.4　ジョブ定義のインポート
JP1/AJS3（ジョブスケジューラー）のマネージャーにジョブ定義をインポートできます。

マネージャー一覧画面から，対象のマネージャーを 1 つ選択して［ジョブ定義インポート］ボタンをクリッ
クします。起動する以下のダイアログに必要な情報を入力して内容に誤りがないことを確認（チェック）
し，［実行］ボタンをクリックしてインポートします。

複数選択した場合やステータスが操作中のマネージャーを選択した場合，またはマネージャー種別が「ジョ
ブスケジューラー」以外の場合，［ジョブ定義インポート］ボタンが非活性となり，操作できません。

注意事項

• ユニットの定義中にエラーが発生した場合，定義中のユニットを削除し，タスクはエラーで終了し
ます。強制更新する場合，更新対象のユニットを定義したあとにエラーが発生すると，更新対象の
ユニットが削除された状態でタスクはエラーで終了します。

• ジョブグループやジョブネットを強制更新しても，強制的に更新したジョブグループを参照してい
るジョブネットや，強制的に更新したジョブネットを排他スケジュールに指定しているジョブネッ
トのスケジュールは再計算されません。

• ユニットを強制更新すると，計画実行登録または未来世代数を指定して確定実行登録したジョブネッ
トが「閉塞」状態になったり，実行予定が作成されなかったりするおそれがあります。対象は，更
新するジョブグループを「他のジョブグループのカレンダーを参照する」に指定したジョブネット，
更新するジョブネットを「排他スケジュール」に指定したジョブネットです。この場合，計画実行
登録または確定実行登録したジョブネットを登録解除したあと，強制更新を指定してインポートを
実行してください。

• 定義先ユニット名に指定したジョブネットが「実行登録中でありサスペンド状態でない」または
「JP1/AJS3 - View 上で排他編集されている」場合，タスクはエラーで終了します。

• ジョブネットの中にジョブグループを定義できません。

• ジョブ，マネージャージョブグループ，およびマネージャージョブネットにはユニットを定義でき
ません。
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• 実行登録済みのルートジョブネットの情報や，そのルートジョブネットを含むジョブグループおよ
びプランニンググループの情報は更新できません。

• 実行登録済みのジョブネット，そのジョブネットの上位，そのジョブネット中，およびそのジョブ
ネットの下位には，ユニットを定義できません。ただし，ルートジョブネット，そのルートジョブ
ネットを含むジョブグループ，およびリモートジョブネット以外のユニットの場合，操作対象のジョ
ブネットをサスペンド状態にしておいてインポートすれば，ジョブネットの実行登録を解除しなく
ても，情報を更新できます（操作対象のユニットが実行中の場合，情報は更新できません）。

• 定義先ユニット名に指定したジョブネットがサスペンド状態変更処理中の場合，タスクはエラーで
終了します。

• ジョブネットの中にプランニンググループを定義できません。

• プランニンググループの中にはジョブネット，リモートジョブネット以外のユニットを定義できま
せん。

• ジョブネットを定義する際，ユニットの実行順序の整合性はチェックしません。ユニットの実行順
序がループするように関連づけたジョブネット，または従属ユニットが関連づけられていない判定
ジョブは，実行時に「順序不正」でエラーになります。

• リリース登録されているルートジョブネット（リリース先ジョブネット）にユニットを定義した場
合は，「適用中」状態のジョブネット定義中に定義されます。

• リリース登録されているルートジョブネット（リリース先ジョブネット）には，ジョブネットコネ
クタおよび起動条件は定義できません。

• 定義するユニットにウィンドウ上の位置を指定しなかった場合，JP1/AJS3 - View の［ジョブネッ
トエディタ］ウィンドウの左上から右下方向にかけて空いている場所に自動的に配置されます。

項目 説明 指定要否

マネージャーホスト名 選択したマネージャーホスト名が表示されます。 −

定義先ユニット名 ジョブ定義（ユニット）の定義先となる，ジョブグループ名，または
ジョブネット名を入力します。
1〜930 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指定可能
です。

必須

3.　プラットフォーム
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項目 説明 指定要否

定義先ユニット名 ユニット名は先頭スラッシュ（/）の完全名で指定する必要があります。
ルートジョブグループからそのユニットまでの名称をスラッシュ（/）
で区切って指定したものです。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ ( ) , : ; = スペース

その他，注意事項
機種依存文字は使用できません。機種依存文字を使用した場合，文
字化けするおそれがあります。

必須

スケジューラーサービス名 対象とするスケジューラーサービスのサービス名を入力します。
1〜30 バイトの半角英数字と以下の記号を指定可能です。

使用できる記号
! # % + - . _

必須

定義ファイル インポートに使用できる定義ファイルが表示されます。使用するジョブ
定義のファイルを 1 つ選択します。
表示される定義ファイルは，ジョブ定義エクスポートにより出力したプ
レフィックス「ajsjobdef_」のファイルで，選択したマネージャーホス
トに公開されているファイルだけが表示されます。

必須

強制更新 ユニットの定義先に，定義ファイルに記述されているユニットと同一名
称のユニットがある場合でも，強制的に更新（強制的に更新するユニッ
トおよびその配下ユニットを削除してから，定義ファイルに記述されて
いるユニットを作成）するかどうかを選択します。
デフォルトは「しない」が選択されています。
なお，定義ファイル中の記述で，同一階層に同一名称のユニット名の指
定がある場合は，タスクはエラーで終了します。

必須

なお，対象のジョブネットがサスペンド状態の場合，実行登録済みのジョブネットであっても，ネストジョ
ブネットやジョブの定義を更新できます。ただし，ジョブネットがサスペンド状態でも，ルートジョブネッ
トの定義を更新する場合や，ルートジョブネットの定義を含むジョブグループの定義を更新する場合，実
行中のジョブネットの場合は定義の更新は行えません。

また，インポート後のジョブ定義の操作やジョブの実行・リリース登録などは，JP1/AJS3 - View などか
ら実施してください。
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4 ネットワーク

ネットワークのメニューで提供する機能について説明します。
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4.1　ルート一覧

［JP1］画面のナビメニュー［ネットワーク］−［ルート一覧］を選択すると，ルート一覧画面が表示され
ます。

一覧画面の右の「環境種別」で示されたリストにはログインユーザーに利用権限がある環境種別が表示さ
れます。リストから表示対象の環境種別を選択すると，その環境に設定されているルート（経路）情報が
表示されます。デフォルトは何も選択されていません。

お客様環境が Azure の場合，このルート一覧画面で提供する機能は利用できません。ルートの操作が必要
な場合には，サービス窓口までお問い合わせください。

4.1.1　一覧表示
サービスで提供されるマネージャーとの通信に利用されるルート（経路）情報を表示できます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

CIDR 宛先の CIDR ブロックが表示されます。

ステータス ルートの状態が表示されます。

有効
ルーティングが有効な状態です。

無効
ルーティングが無効な状態です。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

4.　ネットワーク
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項目 説明

ステータス ステータスが操作中の場合，その CIDR を選択したときに［削除］ボタンが非活性になり，
操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

アタッチメント先 アタッチメント先（ルーティング先）の ID が表示されます。AWS の Transit Gateway
Attachment ID を意味します。

4.1.2　追加
ルートを追加できます。ルート情報は，サービス側のネットワークからお客様環境のネットワークへの通
信のルーティングのために設定が必要になります。

ルート一覧画面から，［追加］ボタンをクリックして起動する以下のダイアログに必要な情報を入力し，［実
行］ボタンをクリックして追加します。

すでに存在する CIDR ブロックのルート情報を複数追加することはできません。

項目 説明 指定要否

CIDR 宛先として追加する CIDR ブロックを以下の形式で入力します。

形式
W.X.Y.Z（IP アドレス）/サブネットマスク
W〜Z（IP アドレス）は，それぞれ 0〜255 の範囲の数字で
入力してください。
サブネットマスクは，0〜32 の範囲の数字で入力してください。

必須

アタッチメント先 アタッチメント先（ルーティング先）の候補が表示されます。ア
タッチ先を 1 つ選択します。

必須

4.1.3　削除
ルートを削除できます。

4.　ネットワーク
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ルート一覧画面から，対象のルートをすべて選択して［削除］ボタンをクリックします。起動する以下の
ダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをクリックして削除します。

ステータスが操作中のルートを選択した場合，［削除］ボタンが非活性となり，操作できません。

注意事項
サービスポータル接続元を含むルートを削除する場合，他にサービスポータルに接続できるルート情報
があることを確認してください。誤ってサービスポータルとの通信に必要なルートをすべて削除してし
まった場合には，サービス窓口までお問い合わせください。

4.　ネットワーク

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 52



5 接続ホストの表示，切り替え

［JP1］画面で提供される JP1 関連の機能は，サービスで提供されるホストごとに切り替えて表
示，操作します。
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5.1　切り替え

［JP1］画面の左のナビ上の［接続ホスト切替］ボタンをクリックすると，切り替え用のダイアログが表示
されます。ダイアログで表示・操作対象とするホストを選択して，［切替］ボタンをクリックして切り替え
ます。

項目 説明

［ラジオボタン］ 表示対象を示すラジオボタンです。

マネージャーホスト名 ログインユーザーが利用できるマネージャーホスト名が表示されます。

マネージャー種別 マネージャーホストの種別が表示されます。

ジョブスケジューラー
JP1/Automatic Job Management System 3 のことです。

統合オペレーション
JP1/Integrated Management 2 のことです。

環境種別 マネージャーホストの環境種別（開発環境，本番環境など）が表示されます。

説明 マネージャーホストの説明が表示されます。
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5.2　詳細表示

［JP1］画面の各一覧右の「接続先ホスト名」で示されたマネージャーホスト名（環境種別）のリンクをク
リックすると，現在選択している表示・操作対象ホストの詳細情報が表示されます。

項目 説明

マネージャーホスト名 マネージャーホスト名が表示されます。

マネージャー種別 マネージャーホストの種別が表示されます。

ジョブスケジューラー
JP1/Automatic Job Management System 3 のことです。

統合オペレーション
JP1/Integrated Management 2 のことです。

環境種別 マネージャーホストの環境種別（開発環境，本番環境など）が表示されます。

認証サーバー名 マネージャーホストの認証サーバー名が表示されます。

関連する Web ページ 関連する Web ページの URL がリンク付きで表示されます。

説明 マネージャーホストの説明が表示されます。
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6 利用状況

利用状況のメニューで提供する機能について説明します。
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6.1　メトリクス

［JP1］画面のナビメニュー［利用状況］−［メトリクス］を選択すると，メトリクス画面が表示されます。

6.1.1　メトリクス表示
マネージャーの CPU 使用率，メモリ使用率といった利用状況（メトリクス）をグラフで表示して確認で
きます。

グラフの表示項目の説明を以下に示します。

項目 説明

使用率 グラフの縦軸の値を CPU 及びメモリの使用率として，各データポイントを日時ごとにプ
ロットします。使用率の単位は％で，0％から 100％まで固定された範囲を表示します。
なお，表示する各使用率は，１分に１回取得した使用率のデータに対する，ある期間中の
平均使用率または最大使用率となっています。表示する統計量については，後述する統計
量の設定によって変更できます。また，各統計量を算出する期間については，後述するグ
ラフ表示の設定項目で選択された表示範囲によって変化するデータポイント間の解像度に
対応しています。

日時 グラフの横軸の値を日時として，各データポイントをプロットします。
日時の表示文字列は yyyy-MM-dd hh:mm:ss 形式で表示し，表示範囲はグラフを表示した
時点の日時から，後述するグラフ表示の設定項目で選択した表示範囲の日数分を遡った範
囲を表示します。

凡例 グラフ下部に，表示している CPU 及びメモリ使用率のグラフの凡例を表示します。グラフ
内のデータポイントの色は，凡例の色に対応します。

ハイライト 各データポイント上にマウスポインタをホバーすることで，データポイントの日時及び使
用率が詳細表示されます。表示形式は，日時<改行>使用率です。

グラフに表示する CPU 使用率，メモリ使用率といったメトリクスの種別と，表示する期間の範囲を，グ
ラフ下部の設定項目により変更できます。設定項目と説明を以下に示します。

6.　利用状況
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項目 説明 指定要否

メトリクス 下記のメトリクスの種別の中から，選択したメトリクスが表示さ
れます。
初期表示では CPU 使用率，メモリ使用率の両方が選択されてい
ます。

CPU 使用率
選択しているマネージャーの CPU 使用率がグラフ内に表示さ
れます。折れ線グラフの色は，グラフ下部の凡例の色に対応
します。

メモリ使用率
選択しているマネージャーのメモリ使用率がグラフ内に表示
されます。

−

統計量 グラフに表示される使用率は下記の統計量の種類の中から，選択
した統計量の使用率が表示されます。初期表示では最大値が選択
されています。

最大値
各データポイント間の最大値が表示されます。

平均値
各データポイント間の平均値が表示されます。

必須

表示範囲 メトリクスの表示範囲を，現在時刻からの期間として選択します。
1 日分から選択でき，最大 90 日分まで選択できます。※

必須

注※
表示範囲項目では，リスト横のラジオボタンに対応する期間単位の選択によって，指定できる表示範囲，各データポイント間
の解像度が下記のように設定されます。

期間単位 指定できる表示範囲 解像度

日 1〜7 日 10 分

週 1〜4 週間 30 分

月 1〜3 ヶ月
（1 ヶ月=30 日）

120 分
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7 JP1 管理基盤

JP1 管理基盤のメニューで提供する機能について説明します。
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7.1　JP1 ユーザー一覧

［JP1］画面のナビメニュー［JP1 管理基盤］−［JP1 ユーザー一覧］を選択すると，JP1 ユーザー一覧画
面が表示されます。

7.1.1　一覧表示
JP1 ユーザーの情報を表示できます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

JP1 ユーザー名 JP1 ユーザー名が表示されます。

ステータス JP1 ユーザーの状態が表示されます。

登録済
登録が完了している状態です。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

ステータスが操作中の場合，その JP1 ユーザーを選択したときに［編集］・［削除］・［パ
スワード変更］ボタンが非活性になり，それらの操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

最終更新日時 最終更新日時が表示されます。最終更新日時は，JP1 ユーザーを登録した日時またはパ
スワードを変更した日時です。
作成中の場合は，「-」が表示されます。
なお，タイムゾーンは JST になります。

操作権限 JP1 資源グループに対する操作権限が以下の形式で表示されます。

7.　JP1 管理基盤

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 60



項目 説明

操作権限 形式
JP1 資源グループ=JP1 権限レベル:JP1 資源グループ=JP1 権限レベル:...
JP1 資源グループに対する JP1 権限レベルが複数ある場合は，コンマ(,)で区切って
表示されます。

7.1.2　新規作成
JP1 ユーザーを新規に作成できます。

JP1 ユーザー一覧画面から，［新規作成］ボタンをクリックして起動する以下のダイアログに必要な情報を
入力し，［実行］ボタンをクリックして作成します。

すでに存在する同名の JP1 ユーザーを複数作成することはできません。

項目 説明 指定要否

JP1 ユーザー名 JP1 ユーザーとして登録したいユーザー名を入力します。
1〜31 バイトの ASCII 文字列（以下，使用禁止文字を除く）を
指定可能です。なお，英字は小文字だけを指定可能です。
アンダーバー(_)2 つの「__」で始まる名称は，サービス用に予約
されているため，指定できません。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ * / \ ^ [ ] { } ( ) : ;
| = , + ? < > スペース

必須

パスワード パスワードを入力します。
8〜32 バイトの ASCII 文字列（以下，使用禁止文字を除く）を
指定可能です。また，パスワードポリシーとして，パスワードに

必須
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項目 説明 指定要否

パスワード は英大文字・英小文字・数字・記号のうち 3 種類以上を使用する
必要があります。
確認用の入力項目には，同じパスワードを再度入力してください。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ \ : スペース

必須

JP1 資源グループに対する操作
権限

JP1 資源グループに対する操作権限を JP1 資源グループごとに入
力します。

［追加］ボタンまたは［削除］ボタンで，入力行を追加または削
除できます。
指定する JP1 資源グループおよび JP1 権限レベルについては，利
用する JP1 の機能（製品）のマニュアルで確認してください。

JP1 資源グループの入力規則
• 1〜64 バイトの ASCII 文字列
•「*」を指定すると，すべての JP1 資源グループにアクセス

できるようになります。
• 使用禁止文字を以下に示します。

制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ / \ ^ [ ] { }
( ) : ; | = , + ? < > スペース

操作権限の入力規則
• 1〜512 バイトの ASCII 文字列
• 形式：JP1 権限レベル,JP1 権限レベル,...

• JP1 権限レベルには 1〜64 バイトの ASCII 文字列を指定
可能です。JP1 権限レベルとして存在しない任意の文字列
を指定可能な点に注意してください。

• 使用禁止文字を以下に示します。
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ * / \ ^ [ ] { }
( ) : ; | = + ? < > スペース

最低 1 行は必須

7.1.3　編集
JP1 ユーザーの操作権限を変更できます。

JP1 ユーザー一覧画面から，対象の JP1 ユーザーを 1 つ選択して［編集］ボタンをクリックします。起動
する以下のダイアログに表示される情報を変更して内容に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］
ボタンをクリックして編集します。

複数選択した場合やステータスが操作中の JP1 ユーザーを選択した場合，［編集］ボタンが非活性となり，
操作できません。
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項目 説明 指定要否

JP1 ユーザー名 選択した JP1 ユーザー名が表示されます。 −

JP1 資源グループに対する操作
権限

JP1 資源グループに対する操作権限を JP1 資源グループごとに入
力します。

［追加］ボタンまたは［削除］ボタンで，入力行を追加または削
除できます。
指定する JP1 資源グループおよび JP1 権限レベルについては，利
用する JP1 の機能（製品）のマニュアルで確認してください。

JP1 資源グループの入力規則
• 1〜64 バイトの ASCII 文字列
•「*」を指定すると，すべての JP1 資源グループにアクセス

できるようになります。
• 使用禁止文字を以下に示します。

制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ / \ ^ [ ] { }
( ) : ; | = , + ? < > スペース

操作権限の入力規則
• 1〜512 バイトの ASCII 文字列
• 形式：JP1 権限レベル,JP1 権限レベル,...

• JP1 権限レベルには 1〜64 バイトの ASCII 文字列を指定
可能です。JP1 権限レベルとして存在しない任意の文字列
を指定可能な点に注意してください。

• 使用禁止文字を以下に示します。
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ * / \ ^ [ ] { }
( ) : ; | = + ? < > スペース

最低 1 行は必須

7.1.4　削除
JP1 ユーザーを削除できます。
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JP1 ユーザー一覧画面から，対象の JP1 ユーザーをすべて選択して［削除］ボタンをクリックします。起
動する以下のダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをクリックして削
除します。

ステータスが操作中の JP1 ユーザーを選択した場合，［削除］ボタンが非活性となり，操作できません。

7.1.5　パスワード変更
JP1 ユーザーのパスワードを変更できます。

JP1 ユーザー一覧画面から，対象の JP1 ユーザーを 1 つ選択して［パスワード変更］ボタンをクリックし
ます。起動する以下のダイアログに必要な情報を入力して内容に誤りがないことを確認（チェック）し，

［実行］ボタンをクリックしてパスワードを変更します。

複数選択した場合やステータスが操作中の JP1 ユーザーを選択した場合，［パスワード変更］ボタンが非活
性となり，操作できません。

注意事項
現在のパスワードを忘れてしまった場合は，パスワードは変更できません。この場合，当該ユーザーの
再作成（削除して新規作成）により対処してください。
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項目 説明 指定要否

現在のパスワード 現在のパスワードを入力します。
6〜32 バイトの ASCII 文字列（以下，使用禁止文字を除く）を
指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ \ : スペース

必須

新しいパスワード 新しいパスワードを入力します。現在のパスワードと同じもので
あってもかまいません。
8〜32 バイトの ASCII 文字列（以下，使用禁止文字を除く）を
指定可能です。また，パスワードポリシーとして，パスワードに
は英大文字・英小文字・数字・記号のうち 3 種類以上を使用する
必要があります。
確認用の入力項目には，同じパスワードを再度入力してください。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ \ : スペース

必須
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7.2　hosts 情報一覧

［JP1］画面のナビメニュー［JP1 管理基盤］−［hosts 情報一覧］を選択すると，hosts 情報一覧画面が表
示されます。

7.2.1　一覧表示
エージェントとして使用するためにマネージャーに登録されているサーバーの hosts 情報を表示できます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

ホスト名 hosts 情報として登録されているホスト名が表示されます。

ステータス hosts 情報の状態が表示されます。

登録済
登録が完了している状態です。

操作中
登録操作により，操作中の状態です。

なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

IP アドレス ホスト名に対応する IP アドレスが表示されます。

7.2.2　新規登録
エージェントとして使用するサーバーの hosts 情報をマネージャーホストに新規に登録できます。hosts
情報は，マネージャーとエージェント間で通信する際の名前解決のために登録が必要になります。
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hosts 情報一覧画面から，［新規登録］ボタンをクリックして起動する以下のダイアログに必要な情報を入
力し，内容に誤りがないことを確認（チェック）してから［実行］ボタンをクリックして登録します。

すでに登録されている同じホスト名の hosts 情報を複数登録することはできません。

注意事項

• V01-01 以前の場合，登録時は対象のサーバーを起動し，通信できる状態にしておいてください。
登録時に，マネージャーホストから ping（ICMP）での通信確認が発生します。

• すでにマネージャーホストと接続して使用中のサーバー（登録済みホスト）の hosts 情報の変更や
削除（IP アドレスの変更など）は実施できません。誤った情報で登録してしまった場合には，サー
ビス窓口までお問い合わせください。

項目 説明 指定要否

ホスト名 hosts 情報として登録したいホスト名を入力します。
1〜255 バイトの ASCII 文字列（以下，使用禁止文字を除く）を
指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ # / \ [ ] ; : | = , + ?
< > スペース

その他，注意事項
• IP アドレスとして認識できる文字列は，ホスト名として利

用できません。
• 登録対象のサーバーで名前解決ができるホスト名を指定し

てください。
• ホスト名の大文字小文字は区別されません。

必須

IP アドレス ホスト名に対応する IP アドレスを以下の形式で入力します。

形式
W.X.Y.Z
W〜Z は，それぞれ 0〜255 の範囲の数字で入力してくださ
い。

必須

7.　JP1 管理基盤

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 67



8 ジョブスケジューラー

ジョブスケジューラーのメニューで提供する機能について説明します。
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8.1　実行エージェント一覧

［JP1］画面のナビメニュー［ジョブスケジューラー］−［実行エージェント一覧］を選択すると，実行エー
ジェント一覧画面が表示されます。

8.1.1　一覧表示
実行エージェントの情報を表示できます。

マネージャー種別が「ジョブスケジューラー」以外の場合，情報は表示されません。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

エージェント名 実行エージェント名または実行エージェントグループ名が表示されます。

種類 実行エージェントの種類が表示されます。

エージェント
実行エージェントのことです。

グループ
実行エージェントグループのことです。

ステータス 実行エージェントまたは実行エージェントグループのジョブの受付配信制限の状態が表
示されます。

有効
ジョブを受け付け，実行ホストに配信されます。

無効
ジョブを受け付けません。ただし，すでに受け付けたジョブは実行ホストに配信さ
れます。
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項目 説明

ステータス 保留
ジョブを受け付けます。ただし，実行ホストには配信されません。

閉塞
ジョブを受け付けません。また，実行ホストにも配信されません。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

ステータスが操作中の場合，その実行エージェントを選択したときに［編集］・［削除］
ボタンが非活性になり，それらの操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

接続状態 実行エージェントの状態が表示されます。
作成中または実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

未確認
実行エージェントの状態が確認されていない状態です。実行エージェントへジョブ
は配信できます。

接続可
実行エージェントと正常に通信できる状態です。実行エージェントへジョブは配信
できます。

接続不可
実行エージェントに通信障害が発生しているため，ジョブを配信できない状態です。
実行エージェントへジョブは配信できません（ジョブはマネージャーホスト上で

「キューイング」状態となります）。

使用不可
受付配信制限の状態に合わせて明示的にジョブ配信を抑止している状態です。
実行エージェントへジョブは配信できません（ジョブはマネージャーホスト上で

「キューイング」状態となります）。

実行ホスト名 実行ホスト名が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

実行多重度 ジョブ実行多重度が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

キューイング中 キューイング中の UNIX ジョブ，PC ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続ジョ
ブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，および引き継ぎ情報設定ジョブの数が表示さ
れます。

実行中 実行中の UNIX ジョブ，PC ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続ジョブ，アク
ションジョブ，カスタムジョブ，および引き継ぎ情報設定ジョブの数が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

イベントジョブ数 実行中のイベントジョブ数が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

属するエージェントと優先順位 実行エージェントグループに属する実行エージェント名と優先順位が以下の形式で表示
されます。
優先順位は，一番低いのが 1，一番高いのが 16 です。

8.　ジョブスケジューラー

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 70



項目 説明

属するエージェントと優先順位 実行エージェントの場合は，「-」が表示されます。

形式
実行エージェント名:優先順位,実行エージェント名:優先順位,...

説明 実行エージェントに対するコメントが表示されます。

8.1.2　新規作成
実行エージェントを新規に作成できます。

実行エージェント一覧画面から，［新規作成］ボタンをクリックして起動する以下のダイアログに必要な情
報を入力し，［実行］ボタンをクリックして作成します。

すでに存在する同種同名の実行エージェントを複数作成することはできません。また，マネージャー種別
が「ジョブスケジューラー」以外の場合，［新規作成］ボタンが非活性となり，操作できません。

注意事項
作成する実行エージェントの実行ホスト名は，作成時点で正しく名前解決できている必要があります。

項目 説明 指定要否

種類 実行エージェントの種類を選択します。

エージェント
実行エージェントのことです。

グループ
実行エージェントグループのことです。

必須

エージェント名 実行エージェントまたは実行エージェントグループとして登録し
たいエージェント名を入力します。
1〜255 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指
定可能です。
アンダーバー(_)2 つの「__」で始まる名称は，サービス用に予約
されているため，指定できません。

必須
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項目 説明 指定要否

エージェント名 使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ : , < > スペース

その他，注意事項
• 大文字小文字は区別されません。
• 日本語などのマルチバイト文字も使用できます。ただし，

言語環境によって文字バイト長が異なるため，ASCII 文字
を推奨します。エージェント名に環境依存文字を含む場
合，実行エージェントの編集に失敗することがあります。
この場合，別の文字を指定して再作成（削除して新規作
成）により対処してください。

•「@SYS」で始まる名称は使用できません。

必須

ジョブの受付配信制限の状態 実行エージェントまたは実行エージェントグループのジョブの受
付配信制限の状態を選択します。

有効
ジョブを受け付け，実行ホストに配信されます。

無効
ジョブを受け付けません。ただし，すでに受け付けたジョブ
は実行ホストに配信されます。

保留
ジョブを受け付けます。ただし，実行ホストには配信されま
せん。

閉塞
ジョブを受け付けません。また，実行ホストにも配信されま
せん。

「有効」または「無効」を選択した場合，実行エージェントの状
態（接続状態）は「未確認」に設定されます。「保留」または「閉
塞」を選択した場合，実行エージェントの状態（接続状態）は

「使用不可」に設定されます。

必須

実行ホスト名 ジョブの実行先ホスト名を入力します。
1〜255 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指
定可能です。
マネージャーホスト名は指定できません。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

その他，注意事項
半角空白文字を含む文字列を指定した場合，除去して処理さ
れます。このため，半角空白文字は使用しないでください。

エージェントのみ指定
（必須）

ジョブ実行多重度 ジョブ実行多重度を設定する時間帯と，その時間帯のジョブ実行
多重度を以下の形式で入力します。
なお，タイムゾーンは JST になります。
ジョブ実行多重度により，この実行エージェントで同時に実行で
きるジョブ数を制限できます。同時実行数が制限されるジョブ
は，UNIX ジョブ，PC ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接

エージェントのみ指定
（必須）
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項目 説明 指定要否

ジョブ実行多重度 続ジョブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，および引き継ぎ
情報設定ジョブです。同時に実行しようとしたジョブ数が，ジョ
ブ実行多重度に達した場合，それを超えた分のジョブは，実行中
のジョブが終了するまでキューイング（実行待ち）の状態になり
ます。

形式
hh:mm-hh:mm=ジョブ実行多重度,hh:mm-hh:mm=ジョブ実行多
重度,...

hh に指定できる値は，0〜9 または 00〜23（単位：時）です。
mm に指定できる値は，0, 00, または 30（単位：分）です。
ジョブ実行多重度に指定できる値は，0〜4294967295 です。
時間帯とジョブ実行多重度の組み合わせは，最大 48 まで指定
できます。

その他，補足事項
• 時間帯を重複して指定した場合は，あとで指定した値が反

映されます。
• ジョブ実行多重度を指定しなかった時間帯には，ジョブ実

行多重度 0 が仮定されます。
• 実行した時刻を含む時間帯を指定した場合，ジョブ実行多

重度はすぐに変更されます。

エージェントのみ指定
（必須）

属するエージェントと優先順位 実行エージェントグループに関連づける実行エージェント名とそ
のグループ内での優先順位を以下の形式で入力します。

形式
実行エージェント名[:優先順位],実行エージェント名[:優先
順位],...

実行エージェント名にはすでに登録済みの実行エージェント
を指定します。
優先順位に指定できる値は，1〜16 です。優先順位が一番低
いのが 1，一番高いのが 16 です。優先順位が高いほど，ジョ
ブが優先的に実行されます。省略した場合，16 が仮定されま
す。
関連づけできる実行エージェントの数は 1,024 までです。

グループのみ指定（必
須）

説明 実行エージェントまたは実行エージェントグループに対するコメ
ントを入力します。
1〜80 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指定
可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

その他，注意事項
説明文の末尾に連続して設定した半角空白文字は無効になる
場合があります。このため，末尾に半角空白文字を使用しな
いでください。

任意
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8.1.3　編集
実行エージェントを編集できます。

実行エージェント一覧画面から，対象の実行エージェントを 1 つ選択して［編集］ボタンをクリックしま
す。起動する以下のダイアログに表示される情報を変更して内容に誤りがないことを確認（チェック）し，

［実行］ボタンをクリックして作成します。

複数選択した場合やステータスが操作中の実行エージェントを選択した場合，［編集］ボタンが非活性とな
り，操作できません。

注意事項

• 実行エージェントの実行ホスト名は，編集時点で正しく名前解決できている必要があります。

• 実行中のジョブ（PC ジョブ，UNIX ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続ジョブ，カスタム
ジョブ，またはアクションジョブ）がある場合は，実行エージェントグループから実行エージェン
トを除外できません。

• 実行中のジョブ（PC ジョブ，UNIX ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続ジョブ，カスタム
ジョブ，アクションジョブ，またはイベントジョブ）がある場合は，実行ホスト名を変更できません。

• 実行中のジョブ（PC ジョブ，UNIX ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続ジョブ，カスタム
ジョブ，アクションジョブ，またはイベントジョブ）があるときに実行エージェントのジョブの受
付配信制限の状態を変更する場合には，当該ホストに対して運用権限を持つユーザーを用いて操作
を行ってください。

項目 説明 指定要否

種類 選択した実行エージェントの種類が表示されます。

エージェント
実行エージェントのことです。

グループ
実行エージェントグループのことです。

−

エージェント名 選択した実行エージェント名または実行エージェントグループ名
が表示されます。

−
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項目 説明 指定要否

ジョブの受付配信制限の状態 実行エージェントまたは実行エージェントグループのジョブの受
付配信制限の状態を選択します。

有効
ジョブを受け付け，実行ホストに配信されます。

無効
ジョブを受け付けません。ただし，すでに受け付けたジョブ
は実行ホストに配信されます。

保留
ジョブを受け付けます。ただし，実行ホストには配信されま
せん。

閉塞
ジョブを受け付けません。また，実行ホストにも配信されま
せん。

「有効」または「無効」を選択した場合，実行エージェントの状
態（接続状態）は「未確認」に設定されます。「保留」または「閉
塞」を選択した場合，実行エージェントの状態（接続状態）は

「使用不可」に設定されます。

必須

実行ホスト名 ジョブの実行先ホスト名を入力します。
1〜255 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指
定可能です。
マネージャーホスト名は指定できません。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

その他，注意事項
半角空白文字を含む文字列を指定した場合，除去して処理さ
れます。このため，半角空白文字は使用しないでください。

エージェントのみ指定
（必須）

ジョブ実行多重度 ジョブ実行多重度を設定する時間帯と，その時間帯のジョブ実行
多重度を以下の形式で入力します。
なお，タイムゾーンは JST になります。
ジョブ実行多重度により，この実行エージェントで同時に実行で
きるジョブ数を制限できます。同時実行数が制限されるジョブ
は，UNIX ジョブ，PC ジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接
続ジョブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，および引き継ぎ
情報設定ジョブです。同時に実行しようとしたジョブ数が，ジョ
ブ実行多重度に達した場合，それを超えた分のジョブは，実行中
のジョブが終了するまでキューイング（実行待ち）の状態になり
ます。

形式
hh:mm-hh:mm=ジョブ実行多重度,hh:mm-hh:mm=ジョブ実行多
重度,...

hh に指定できる値は，0〜9 または 00〜23（単位：時）です。
mm に指定できる値は，0, 00, または 30（単位：分）です。
ジョブ実行多重度に指定できる値は，0〜4294967295 です。

エージェントのみ指定
（必須）
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項目 説明 指定要否

ジョブ実行多重度 時間帯とジョブ実行多重度の組み合わせは，最大 48 まで指定
できます。

その他，補足事項
• 時間帯を重複して指定した場合は，あとで指定した値が反

映されます。
• ジョブ実行多重度を指定しなかった時間帯は，変更されま

せん。
• 実行した時刻を含む時間帯を指定した場合，ジョブ実行多

重度はすぐに変更されます。

エージェントのみ指定
（必須）

属するエージェントと優先順位 実行エージェントグループに関連づける実行エージェント名とそ
のグループ内での優先順位を以下の形式で入力します。

形式
実行エージェント名[:優先順位],実行エージェント名[:優先
順位],...

実行エージェント名にはすでに登録済みの実行エージェント
を指定します。
優先順位に指定できる値は，1〜16 です。優先順位が一番低
いのが 1，一番高いのが 16 です。優先順位が高いほど，ジョ
ブが優先的に実行されます。省略した場合，16 が仮定されま
す。
関連づけできる実行エージェントの数は 1,024 までです。

グループのみ指定（必
須）

説明 実行エージェントまたは実行エージェントグループに対するコメ
ントを入力します。
1〜80 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指定
可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

その他，注意事項
説明文の末尾に連続して設定した半角空白文字は無効になる
場合があります。このため，末尾に半角空白文字を使用しな
いでください。

任意

8.1.4　削除
実行エージェントを削除できます。

実行エージェント一覧画面から，対象の実行エージェントをすべて選択して［削除］ボタンをクリックし
ます。起動する以下のダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをクリッ
クして削除します。

ステータスが操作中，または閉塞状態でない実行エージェントを選択した場合，［削除］ボタンが非活性と
なり，操作できません。
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注意事項

• 削除する実行エージェントに対する新たなイベントジョブおよび起動条件付きジョブネットを実行
しないようにしておいてください。

• 実行中のジョブ（PC ジョブ，UNIX ジョブ，カスタムジョブ，フレキシブルジョブ，HTTP 接続
ジョブ，アクションジョブ，またはイベントジョブ）がある場合は，実行エージェントを削除でき
ません。削除するには，実行中のジョブを強制終了させる必要があります。

• どれかの実行エージェントグループに属している実行エージェントは削除できません。
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9 ファイル

ファイルのメニューで提供する機能について説明します。
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9.1　ログ一覧

［JP1］画面のナビメニュー［ファイル］−［ログ一覧］を選択すると，ログ一覧画面が表示されます。

9.1.1　一覧表示
サービスから提供可能な各種ログを表示できます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

ログ名 ログの種類を表す名称が表示されます。

統合トレースログ
JP1 管理基盤の JP1 ユーザーの操作履歴などが出力されています。

実行操作ログ
ジョブスケジューラーのジョブネットやジョブの実行開始履歴・実行終了履歴，コ
マンドの実行履歴などが出力されています。

最終更新日時 ログの最終更新日時が表示されます。

9.1.2　エクスポート
ログの内容をエクスポートしてダウンロードできます。

ログ一覧画面から，対象のログをすべて選択して［エクスポート］ボタンをクリックします。起動する以
下のダイアログに必要な情報を入力し，［実行］ボタンをクリックしてエクスポートします。
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項目 説明 指定要否

ログ名 選択したすべてのログ名が表示されます。 −

取得日数 ログの取得日数を選択します。
1 日分から選択でき，最大 90 日分まで選択できます。
システム負荷の軽減のため，取得が必要な最低日数を選択してく
ださい。

必須

エクスポートしたログは，実行したタスクのタスク詳細ダイアログのファイル名「<タスク ID>.zip」（例：
0000000001.zip）のリンクからダウンロードできます。エクスポートを実行したユーザーだけがログを
ダウンロードできます。

ダウンロードしたファイル中に格納されている各ログのファイル名を以下に示します。

ログ名 ファイル名 ファイル名の例

統合トレースログ <タスク ID>_hntr2.csv 0000000001_hntr2.csv

実行操作ログ <タスク ID>_ajslog.csv 0000000001_ajslog.csv

統合トレースログの出力形式を以下に示します。

出力形式 メッセージテキスト

説明 メッセージテキストの出力項目の内容は，JP1/Base のマニュアルの統合トレースログを参照してください。
• 文字コードは UTF-8 です。
• 改行コードは LF です。
• ヘッダー行はありません。
• 各項目の区切り文字はコンマ(,)です。
• 各項目はダブルクォート(")で囲まれて出力されます。
• メッセージテキスト内の日時のタイムゾーンは JST です。

出力例 "0000 2019/12/11 11:55:34.155 jbsadduser 0000120B F71FE700 KAVA5003-I コマンドが開始しました"

"0106 2019/12/11 11:55:34.165 jbssessionmgr 00000E42 F6EBFB40 KAVA1508-I testuserユーザーの登
録に成功しました"

"0006 2019/12/11 11:55:34.165 jbsadduser 0000120B F71FE700 KAVA5001-I 正常終了しました"
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出力例 "0000 2019/12/11 11:57:11.400 jbschgpasswd 0000123A F7179700 KAVA5203-I コマンドが開始しまし
た"

"0006 2019/12/11 11:57:11.410 jbschgpasswd 0000123A F7179700 KAVA5201-I 正常終了しました"

実行操作ログの出力形式を以下に示します。

出力形式 メッセージテキスト

説明 メッセージテキストの出力項目の内容は，JP1/Automatic Job Management System 3 のマニュアルの
スケジューラーログ（実行操作ログ）を参照してください。
• 文字コードは UTF-8 です。
• 改行コードは LF です。
• ヘッダー行はありません。
• 各項目の区切り文字はコンマ(,)です。
• 各項目はダブルクォート(")で囲まれて出力されます。
• メッセージテキスト内の日時のタイムゾーンは JST です。

出力例 "A007 Dec 11 12:01:37 [4970] KAVS0534-I c999apajssv99 ;CONNECT jp1user [USER]
[10.210.38.11,JP1/AJS2-View] JP1CLOUD"

"A008 Dec 11 12:16:48 [4970] KAVS0535-I c999apajssv99 ;DISCONNECT jp1user [USER]
[10.210.38.11,JP1/AJS2-View] JP1CLOUD"

"N001 Dec 11 12:03:47 [4256] KAVS0260-I JP1CLOUD:/test_jobnet:@A100"

"J001 Dec 11 12:03:47 [4256] KAVS0263-I JP1CLOUD:/test_jobnet/test_unit:@A100 c999apajssv99 1"

"J002 Dec 11 12:03:47 [4256] KAVS0264-I JP1CLOUD:/test_jobnet/test_unit:@A100 c999apajssv99 0
1"

"N002 Dec 11 12:03:47 [4256] KAVS0261-I JP1CLOUD:/test_jobnet:@A100"
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9.2　提供ファイル一覧

［JP1］画面のナビメニュー［ファイル］−［提供ファイル一覧］を選択すると，提供ファイル一覧画面が
表示されます。

9.2.1　一覧表示
サービスから提供する，操作対象のホストに紐づくファイルを表示して，ダウンロードできます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

ファイル名 ファイル名が表示されます。
ファイル名のリンクをクリックすると，ファイルをダウンロードできます。

説明 ファイルの説明が表示されます。

最終更新日時 ファイルの最終更新日時が表示されます。

サイズ ファイルのサイズが表示されます。

9.2.2　エージェントセットアップ支援ツール
各マネージャーと接続して利用するエージェントのセットアップを支援するツールやパラメータシートを
ダウンロードできます。

提供するツールやパラメータシートを以下に示します。
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製品名（略称） サポート OS 種別 サポートバー
ジョン

提供するファイル

JP1/Base • Linux
• Windows

V12 以降 設定パラメータシート

設定ツールプラグイン

JP1 パラメータユーティリティ

JP1/AJS3 - Agent • Linux
• Windows

V12 以降 設定パラメータシート

JP1/AJS3 - View Windows V12 以降 設定パラメータシート

JP1/IM2 - View Windows V12 以降 設定パラメータシート

提供するツールやパラメータシートの詳細は，「付録 A 設定パラメータ・ツール」を参照してください。

9.　ファイル

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 83



10 タスク

各種実行操作をしたとき，これら操作はタスクとして登録されます。タスクのメニューで提供す
る機能について説明します。
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10.1　タスク一覧

［タスク］画面を選択すると，タスク一覧画面が表示され，タスクの実行状況を参照することができます。

一覧に表示される情報は，ポータルの権限で異なります。ポータル管理者のタスク一覧は，すべてのユー
ザーが実行したタスクが表示されますが，チーム管理者と利用者のタスク一覧にはログインユーザー自身
が実行したタスクだけが表示されます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

タスク ID タスクごとに割り当てられたタスク ID が表示されます。

ステータス タスクの状態を示す以下のどれかが表示されます。
• 完了
• 実行中
• エラー

種別 タスクの内容を示す以下のどれかが表示されます。
• ジョブ定義エクスポート
• ジョブ定義インポート
• ルート追加
• ルート削除
• JP1 ユーザー作成
• JP1 ユーザー編集
• JP1 ユーザー削除
• JP1 ユーザーパスワード変更
• hosts 情報登録
• 実行エージェント作成
• 実行エージェント編集
• 実行エージェント削除
• ログエクスポート
• ユーザー作成
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項目 説明

種別 • ユーザー編集
• ユーザー削除
• ユーザーロック解除
• ユーザーパスワードリセット
• チーム作成
• チーム編集
• チームメンバー変更
• チーム削除

リソース名 操作対象のリソース名が表示されます。※

メッセージ ステータスがエラーの場合，エラーの内容が表示されます。要因や対処方法を示すメッ
セージが出力されている場合，そのメッセージに従って対処してください。
ステータスがエラー以外の場合，「-」が表示されます。

最終更新日時 タスクの最終更新日時が表示されます。

実行時間 タスク開始からの経過時間が表示されます。

実行者 タスクを実行したユーザーのユーザー ID が表示されます。

注※
操作対象のリソース名を以下に示します。

タスク種別 リソース名

ジョブ定義エクスポート マネージャーホスト名-定義ファイル名

ジョブ定義インポート マネージャーホスト名-定義ファイル名

ルート追加 環境種別名-CIDR

ルート削除 環境種別名-CIDR

JP1 ユーザー作成 マネージャーホスト名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザー編集 マネージャーホスト名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザー削除 マネージャーホスト名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザーパスワード変更 マネージャーホスト名-JP1 ユーザー名

hosts 情報登録 マネージャーホスト名-登録ホスト名

実行エージェント作成 マネージャーホスト名-実行エージェント名

実行エージェント編集 マネージャーホスト名-実行エージェント名

実行エージェント削除 マネージャーホスト名-実行エージェント名

ログエクスポート ポータルユーザー操作ログの場合は，「ログ名」。
それ以外は，「マネージャーホスト名」。

ユーザー作成 ユーザー名
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タスク種別 リソース名

ユーザー編集 ユーザー名

ユーザー削除 ユーザー名

ユーザーロック解除 ユーザー名

ユーザーパスワードリセット ユーザー名

チーム作成 チーム名

チーム編集 チーム名

チームメンバー変更 チーム名

チーム削除 チーム名
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10.2　タスク詳細（実行履歴の参照）

タスクの詳細情報を表示できます。

タスク一覧から，対象のタスク種別のリンクをクリックすると，詳細表示のダイアログが起動します。

詳細ダイアログの上部には，すべてのタスク種別に共通して「概要」の情報が表示されます。

「概要」に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

タスク ID タスクごとに割り当てられたタスク ID が表示されます。

種別 タスクの種別が表示されます。

ステータス タスクの状態が表示されます。

メッセージ ステータスがエラーの場合，エラーの内容が表示されます。要因や対処方法を示すメッ
セージが出力されている場合，そのメッセージに従って対処してください。
ステータスがエラー以外の場合，「-」が表示されます。

リソース名 操作対象のリソース名が表示されます。

リソース ID 操作対象のリソース ID が表示されます。※

実行者 タスクを実行したユーザーのユーザー ID が表示されます。

実行開始日時 タスクの実行開始日時が表示されます。

実行完了日時 タスクの実行完了日時が表示されます。

最終更新日時 タスクの最終更新日時が表示されます。

実行時間 タスク開始からの経過時間が表示されます。

注※
操作対象のリソース ID を以下に示します。
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タスク種別 リソース ID

ジョブ定義エクスポート マネージャーホスト名-定義ファイル名

ジョブ定義インポート マネージャーホスト名-定義ファイル名

ルート追加 環境種別名-CIDR

ルート削除 環境種別名-CIDR

JP1 ユーザー作成 認証サーバー名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザー編集 認証サーバー名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザー削除 認証サーバー名-JP1 ユーザー名

JP1 ユーザーパスワード変更 認証サーバー名-JP1 ユーザー名

hosts 情報登録 マネージャーホスト名-登録ホスト名

実行エージェント作成 マネージャーホスト名-実行エージェント名

実行エージェント編集 マネージャーホスト名-実行エージェント名

実行エージェント削除 マネージャーホスト名-実行エージェント名

ログエクスポート ポータルユーザー操作ログの場合は，「ログ名」。
それ以外は，「マネージャーホスト名」。

ユーザー作成 ユーザー ID

ユーザー編集 ユーザー ID

ユーザー削除 ユーザー ID

ユーザーロック解除 ユーザー ID

ユーザーパスワードリセット ユーザー ID

チーム作成 チーム名

チーム編集 チーム名

チームメンバー変更 チーム名

チーム削除 チーム名

詳細ダイアログの下部には，タスク種別によって「詳細」の情報が表示されます。

タスク種別 詳細情報の表示有無 参照先

ジョブ定義エクスポート ○ 10.2.1

ジョブ定義インポート ○ 10.2.2

ルート追加 ○ 10.2.3

ルート削除 − −

JP1 ユーザー作成 ○ 10.2.4
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タスク種別 詳細情報の表示有無 参照先

JP1 ユーザー編集 ○ 10.2.5

JP1 ユーザー削除 − −

JP1 ユーザーパスワード変更 − −

hosts 情報登録 ○ 10.2.6

実行エージェント作成 ○ 10.2.7

実行エージェント編集 ○ 10.2.8

実行エージェント削除 − −

ログエクスポート ○ 10.2.9

ユーザー作成 ○ 10.2.10

ユーザー編集 ○ 10.2.11

ユーザー削除 − −

ユーザーロック解除 − −

ユーザーパスワードリセット − −

チーム作成 ○ 10.2.12

チーム編集 ○ 10.2.13

チームメンバー変更 ○ 10.2.14

チーム削除 − −

（凡例）
○：あり，−：なし
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10.2.1　ジョブ定義エクスポート

項目 説明

ユニット名 入力したユニット名が表示されます。

スケジューラーサービス名 入力したスケジューラーサービス名が表示されます。

公開先ホスト 選択したすべてのマネージャーホスト名が表示されます。

定義ファイル名のサフィックス 入力した定義ファイル名のサフィックスが表示されます。

説明 入力した定義ファイルの説明が表示されます。
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10.2.2　ジョブ定義インポート

項目 説明

定義先ユニット名 入力した定義先ユニット名が表示されます。

スケジューラーサービス名 入力したスケジューラーサービス名が表示されます。

定義ファイル 選択した定義ファイル名が表示されます。

強制更新 選択した強制更新の内容が表示されます。

10.2.3　ルート追加
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項目 説明

CIDR 入力した CIDR ブロックが表示されます。

アタッチメント先 選択したアタッチメント先が表示されます。

10.2.4　JP1 ユーザー作成

項目 説明

JP1 ユーザー名 入力した JP1 ユーザー名が表示されます。

JP1 資源グループに対する操作権限 入力した JP1 資源グループに対する操作権限が JP1 資源グループごとに表示されます。
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10.2.5　JP1 ユーザー編集

項目 説明

JP1 ユーザー名 JP1 ユーザー名が表示されます。

JP1 資源グループに対する操作
権限

変更前 変更前の JP1 資源グループに対する操作権限が JP1 資源グループごとに
表示されます。

変更後 変更後の JP1 資源グループに対する操作権限が JP1 資源グループごとに
表示されます。
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10.2.6　hosts 情報登録

項目 説明

ホスト名 入力したホスト名が表示されます。

IP アドレス 入力した IP アドレスが表示されます。

10.2.7　実行エージェント作成
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項目 説明

種類 選択した実行エージェントの種類が表示されます。

エージェント名 入力した実行エージェント名または実行エージェントグループ名が表示されます。

ジョブの受付配信制限の状態 選択したジョブの受付配信制限の状態が表示されます。

実行ホスト名 入力した実行ホスト名が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

ジョブ実行多重度 入力したジョブ実行多重度が表示されます。
実行エージェントグループの場合は，「-」が表示されます。

属するエージェントと優先順位 入力した実行エージェントグループに属する実行エージェント名と優先順位が表示され
ます。
実行エージェントの場合は，「-」が表示されます。

説明 入力した実行エージェントの説明が表示されます。

10.2.8　実行エージェント編集

項目 説明

種類 実行エージェントの種類が表示されます。

エージェント名 実行エージェント名または実行エージェントグループ名が表示されます。

編集内容 変更前と変更後のジョブの受付配信制限の状態，実行ホスト名，ジョブ実行多重度，属
するエージェントと優先順位，説明がそれぞれ表示されます。
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項目 説明

編集内容 種類によって指定できない項目は，「-」が表示されます。

10.2.9　ログエクスポート

項目 説明

ログ名 選択したすべてのログ名が表示されます。

取得日数 選択したログの取得日数が表示されます。

ダウンロード エクスポートしたログのファイル名が表示されます。タスクのステータスが「完了」状
態になるとファイル名がリンク付きで表示されます。ファイル名のリンクをクリックす
ると，エクスポートしたログをダウンロードできます。
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10.2.10　ユーザー作成

カテゴリ 項目 説明

ユーザー情報 チーム名 選択したチーム名が表示されます。

氏名 入力した氏名が表示されます。

ローマ字氏名 入力したローマ字氏名が表示されます。

権限 選択したサービスポータルでの権限が表示されます。

環境利用設定 接続ホストの権限設定 提供されるホストごとに，選択した権限が表示されます。

ネットワークの権限設定 提供される環境種別ごとに，選択したネットワークの権限が表示
されます。
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10.2.11　ユーザー編集

カテゴリ 項目 説明

編集内容 ユーザー情報 変更前と変更後のチーム名，氏名，ローマ字氏名，権
限がそれぞれ表示されます。

環境利用設定 接続ホストの権限設定 提供されるホストごとに，変更前と変更後の接続ホス
トの権限設定の内容が表示されます。

ネットワークの権限設定 提供される環境種別ごとに，変更前と変更後のネット
ワークの権限設定の内容が表示されます。
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10.2.12　チーム作成

項目 説明

チーム名 入力したチーム名が表示されます。

関連付く環境種別 選択したチームに関連付ける環境種別が表示されます。

説明 入力したチームの説明が表示されます。

10.2.13　チーム編集
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項目 説明

編集内容 変更前と変更後のチーム名，関連付く環境種別，説明がそれぞれ表示されます。

10.2.14　チームメンバー変更

項目 説明

変更後チーム名 変更後のチーム名が表示されます。

変更メンバー チームを変更した各メンバーのユーザー ID，氏名，変更前チーム名，ステータス（実
行中/完了/エラー）が表示されます。
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10.3　タスクの保持期間

タスクのステータスに関係なく，タスクの保持期間は最後にステータスが変化してから 90 日（デフォル
ト）です。最終更新日時から 90 日を経過したタスクは削除されます。なお，タスクの保持数に実用上の
上限はありませんが，タスク ID が最大値に達した場合には 1 から採番し直します。
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11 ユーザー管理

ユーザー管理のメニューで提供する機能について説明します。

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 103



11.1　ユーザー一覧

［管理］画面のナビメニュー［ユーザー管理］−［ユーザー一覧］を選択すると，ユーザー一覧画面が表示
されます。

11.1.1　一覧表示
ポータルのユーザーの情報を表示できます。

チーム管理者の場合，自身が所属するチームのユーザーの情報だけが表示されます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

ユーザー ID ユーザーごとに割り当てられたユーザー ID が表示されます。ユーザー ID のリンクを
クリックすると，ユーザーの詳細情報を参照することができます。参照できる内容は

「11.1.2 詳細表示」を参照してください。

氏名 ユーザーの漢字氏名が以下の形式で表示されます。

形式
姓△名

（凡例）△：半角空白

ステータス ユーザーの状態が表示されます。

登録済
登録が完了している状態です。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

11.　ユーザー管理

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 104



項目 説明

ステータス ロック
アカウントがロックされている状態です。

ステータスが操作中の場合，そのユーザーを選択したときに［編集］・［削除］・［チーム
メンバー変更］・［ロック解除］・［パスワードリセット］ボタンが非活性になり，それら
の操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

チーム名 ユーザーが所属するチーム名が表示されます。

権限 サービスポータルでのユーザーの権限が表示されます。
• 利用者
• チーム管理者
• ポータル管理者

11.1.2　詳細表示
ポータルのユーザーの詳細情報を表示できます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーのユーザー ID のリンクをクリックすると，詳細表示のダイアロ
グが起動します。

表示する項目と説明を以下に示します。
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注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。

カテゴリ 項目 説明

ユーザー情報 ユーザー ID ユーザーごとに割り当てられたユーザー ID が表示されます。

チーム名 ユーザーが所属するチーム名が表示されます。

氏名 ユーザーの氏名が以下の形式で表示されます。

形式
姓△名

（凡例）△：半角空白

ローマ字氏名 ローマ字氏名が表示されます。

権限 サービスポータルでのユーザーの権限が表示されます。
• 利用者
• チーム管理者
• ポータル管理者

環境利用設定 接続ホストの権限設定 提供されるホストごとに設定されている権限を表示します。権限
は以下のどれかが表示されます。
• 利用しない
• 参照
• 運用
• 管理

ネットワークの権限設定 提供される環境種別ごとに設定されているネットワークの権限を
表示します。以下のどれかが表示されます。
• 利用しない
• 利用する

11.1.3　新規作成
ユーザーを新規に作成できます。

ユーザー一覧画面から，［新規作成］ボタンをクリックして起動する以下のウィザードに必要な情報を入力
し，［実行］ボタンをクリックして作成します。
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注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。
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注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。

カテゴリ 項目 説明 指定要否

ユーザー情報 チーム名 ユーザーが所属するチームを選択してください。
選択できるチーム一覧の表示順は，文字列順です。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームだけが表示され，選択可能です。

必須

氏名 氏名を入力してください。
姓，名それぞれ 1〜30 文字の任意文字列（ただし，半角
空白と以下の使用禁止文字を除く）を指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

必須

ローマ字氏名 ローマ字氏名を入力してください。
姓，名それぞれ 1〜18 バイトの半角英小文字（以下，使
用禁止文字を除く）を指定可能です。また，「<ローマ字
姓>.<ローマ字名>」（姓名をドットで結合した文字列）
が 20 バイト以内の範囲で指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

必須

権限 サービスポータルでの権限を以下より選択してください。
デフォルトは「利用者」が選択されています。

必須
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カテゴリ 項目 説明 指定要否

ユーザー情報 権限 • 利用者
• チーム管理者
• ポータル管理者

ログインユーザーがチーム管理者の場合，「ポータル管理
者」は選択肢として表示されず，選択できません。

必須

環境利用設定 接続ホストの権限
設定

提供されるホストごとに，「参照」「運用」「管理」からユー
ザーに与える権限をチェックボックスで選択してくださ
い。何も選択しない場合，権限は「利用しない」になりま
す。
デフォルトは何も選択されていません。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームに関連付いている環境種別のホストに対してだけ権
限を設定でき，それ以外の環境種別のホストの権限は「利
用しない」になります。
関連付く環境種別がない場合，すべてのホストに対して権
限を設定できます。

必須

ネットワークの権
限設定

提供される環境種別ごとに，ユーザーに利用する権限を与
えるかをチェックボックスで選択してください。何も選択
しない場合，権限は「利用しない」になります。
デフォルトは何も選択されていません。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームに関連付いている環境種別に対してだけ権限を設定
でき，それ以外の環境種別の権限は「利用しない」になり
ます。
関連付く環境種別がない場合，すべての環境種別に対して
権限を設定できます

必須

確認 内容の確認 作成前の確認のために，入力内容が表示されます。 −

11.1.4　編集
ユーザーの情報や権限を編集できます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーを 1 つ選択して［編集］ボタンをクリックします。起動する以下
のウィザードの中で表示される情報を変更し，［実行］ボタンをクリックして編集します。

複数選択した場合やステータスが操作中のユーザーを選択した場合，［編集］ボタンが非活性となり，操作
できません。
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注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。
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注意
Web ブラウザーの表示倍率によっては，接続ホストの権限設定およびネットワークの権限設定の表右
部に縦スライドバーが表示されることがあります。操作や動作に影響はありません。

カテゴリ 項目 説明 指定要否

ユーザー情報 チーム名 ユーザーが所属するチームを選択してください。
選択できるチーム一覧の表示順は，文字列順です。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームだけが表示され，選択可能です。

必須

氏名 氏名を入力してください。
姓，名それぞれ 1〜30 文字の任意文字列（ただし，半角
空白と以下の使用禁止文字を除く）を指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

必須

ローマ字氏名 ローマ字氏名が表示されます。 −

権限 サービスポータルでの権限を以下より選択してください。
• 利用者
• チーム管理者
• ポータル管理者

ログインユーザーがチーム管理者の場合，「ポータル管理
者」は選択肢として表示されず，選択できません。

必須
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カテゴリ 項目 説明 指定要否

環境利用設定 接続ホストの権限
設定

提供されるホストごとに，「参照」「運用」「管理」からユー
ザーに与える権限をチェックボックスで選択してくださ
い。何も選択しない場合，権限は「利用しない」になりま
す。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームに関連付いている環境種別のホストに対してだけ権
限を設定でき，それ以外の環境種別のホストの権限は変更
できません。
関連付く環境種別がない場合，すべてのホストに対して権
限を設定できます。

必須

ネットワークの権
限設定

提供される環境種別ごとに，ユーザーに利用する権限を与
えるかをチェックボックスで選択してください。何も選択
しない場合，権限は「利用しない」になります。
ログインユーザーがチーム管理者の場合，自身が所属する
チームに関連付いている環境種別に対してだけ権限を設定
でき，それ以外の環境種別の権限は変更できません。
関連付く環境種別がない場合，すべての環境種別に対して
権限を設定できます

必須

確認 内容の確認 編集前の確認のために，入力内容が表示されます。 −

11.1.5　削除
ユーザーを削除できます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーをすべて選択して［削除］ボタンをクリックします。起動する以
下のダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをクリックして削除します。

ステータスが操作中のユーザーを選択した場合やログインユーザー自身を選択した場合，［削除］ボタンが
非活性となり，操作できません。
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11.1.6　ロック解除
ユーザーのロック状態を解除できます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーをすべて選択して［その他の操作］から［ロック解除］ボタンを
クリックします。起動する以下のダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタ
ンをクリックしてロックを解除します。

ステータスが操作中または登録済のユーザーを選択した場合，［ロック解除］ボタンが非活性となり，操作
できません。

11.1.7　パスワードのリセット
ユーザーのパスワードをリセットできます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーをすべて選択して［その他の操作］から［パスワードリセット］
ボタンをクリックします。起動する以下のダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実
行］ボタンをクリックしてパスワードをリセットします。

ステータスが操作中のユーザーを選択した場合やログインユーザー自身を選択した場合，［パスワードリ
セット］ボタンが非活性となり，操作できません。
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11.1.8　チームメンバーの変更
チームのメンバーを変更できます。

ユーザー一覧画面から，対象のユーザーをすべて選択して［その他の操作］から［チームメンバー変更］
ボタンをクリックします。起動する以下のダイアログで変更先のチームを選択し，［実行］ボタンをクリッ
クしてメンバーを変更します。

ステータスが操作中のユーザーを選択した場合，［チームメンバー変更］ボタンが非活性となり，操作でき
ません。

項目 説明

選択ユーザー 選択したユーザーの情報が表示されます。

チーム名 変更先のチームを選択します。

11.1.9　ユーザー管理ポリシーに関する注意事項
サービスポータルのユーザー管理におけるポリシーを以下に示します。
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• ポータルのユーザーの新規作成時に ID が重複した場合は，ユーザー ID の末尾に前 0 なしの 2 からの
連番を付与して ID を生成します。なお，連番の桁数は可変であり，「連番付与前のユーザー ID の長
さ」と「連番の桁数」の合計が 20 バイトの範囲内で ID を生成可能です。

• すでに削除されたポータルのユーザーの情報を編集することはできません。

• ユーザー操作の履歴や設定情報は，管理者のタスクの実行履歴から取得することができます。

• パスワードのポリシーとして，パスワードは英大文字・英小文字・数字・記号のうち 3 種類以上を使用
する文字列で，長さは 8 文字以上にする必要があります。パスワードの中にユーザー ID や氏名に含ま
れる 3 文字以上連続する文字列は使用できません。また，過去 3 回のパスワードは使用禁止で，パス
ワードの有効期間は 90 日，パスワードのリセット含めて変更後 1 分間はパスワードを再度変更するこ
とはできません。
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11.2　チーム一覧

［管理］画面のナビメニュー［ユーザー管理］−［チーム一覧］を選択すると，サービスポータルのチーム
一覧画面が表示されます。

11.2.1　一覧表示
チームの情報を表示できます。

チーム管理者の場合，自身が所属するチームの情報だけが表示されます。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

チーム名 チーム名が表示されます。

ステータス チームの状態が表示されます。

登録済
登録が完了している状態です。

操作中
変更操作により，操作中の状態です。

ステータスが操作中の場合，そのチームを選択したときに［編集］・［削除］・［メンバー
変更］ボタンが非活性になり，それらの操作を行うことができません。
なお，操作中は他ステータスより優先して表示されます。

所属人数 チームの所属人数が表示されます。
サービスポータルに登録されているすべてのユーザーのうち，当該チームに所属してい
るユーザーの人数が表示されます。

関連付く環境種別 チームと関連付いている環境種別が表示されます。
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項目 説明

関連付く環境種別 関連付けがされていない場合，「なし」と表示されます。

説明 チームの説明が表示されます。

11.2.2　新規作成
チームを新規に作成できます。

チーム一覧画面から，［新規作成］ボタンをクリックして起動する以下のダイアログに必要な情報を入力
し，［実行］ボタンをクリックして作成します。

すでに存在する同名のチームを複数作成することはできません。

項目 説明 指定要否

チーム名 チーム名を入力します。
1〜64 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）で存在しないチーム
名を指定してください。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ _ / \ [ ] : ; | = , + * ? < > %

また，空白または.だけの文字列，空白と.だけから成る文字列，.で終わる
文字列，および~1 文字だけの名称は指定できません。

注意事項
(1) チーム名は，「半角英大文字／小文字」を区別しません。そのため，例
えば以下のような制限がありますのでご注意ください。
　例) チーム「abc123」がすでに存在する場合，チーム「ABC123」を作
成することはできません。

必須

関連付く環境種別 チームに関連付ける環境種別（開発環境，本番環境など）を選択します。
関連付けをしない場合は，「なし」を選択してください。デフォルトは「なし」
が選択されています。

必須

説明 チームの説明を入力します。
1〜255 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指定可能です。

任意
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項目 説明 指定要否

説明 使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

任意

11.2.3　編集
チームの情報を編集できます。

チーム一覧画面から，対象のチームを 1 つ選択して［編集］ボタンをクリックします。起動する以下のダ
イアログに表示される情報を変更して内容に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをク
リックして編集します。

複数選択した場合やステータスが操作中のチームを選択した場合，［編集］ボタンが非活性となり，操作で
きません。

項目 説明 指定要否

チーム名 チーム名を入力します。
1〜64 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）で存在しないチーム
名を指定してください。すでに存在する同名のチーム名に編集することはでき
ません。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘ _ / \ [ ] : ; | = , + * ? < > %

また，空白または.だけの文字列，空白と.だけから成る文字列，.で終わる
文字列，および~1 文字だけの名称は指定できません。

注意事項
(1) チーム名は，「半角英大文字／小文字」を区別しません。そのため，例
えば以下のような制限がありますのでご注意ください。
　例) チーム「abc123」がすでに存在する場合，チーム「ABC123」を作
成することはできません。

必須

関連付く環境種別 チームに関連付ける環境種別（開発環境，本番環境など）を選択します。
関連付けをしない場合は，「なし」を選択してください。

必須
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項目 説明 指定要否

説明 チームの説明を入力します。
1〜255 バイトの任意文字列（以下，使用禁止文字を除く）を指定可能です。

使用禁止文字
制御文字および " ' ` $ ” ’ ‘

任意

11.2.4　メンバーの変更
チームのメンバーを変更できます。

チーム一覧画面から，対象のチームを 1 つ選択して［メンバー変更］ボタンをクリックします。起動する
以下のダイアログを操作してメンバーを変更し，［実行］ボタンをクリックしてメンバーを変更します。

複数選択した場合やステータスが操作中のチームを選択した場合，［メンバー変更］ボタンが非活性とな
り，操作できません。

項目 説明

チーム名 選択したチーム名が表示されます。

選択可能ユーザー 他のチームに所属しているユーザーが表示されます。選択したチームに追加するユーザー
を選択して［追加］ボタンで追加します。
ステータスが操作中のユーザーは追加することはできません。

選択済みユーザー すでに選択したチームに所属しているユーザーと選択可能ユーザーから追加したユーザー
が表示されます。選択したチームから削除するユーザーを選択して［削除］ボタンで削除
します。
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項目 説明

選択済みユーザー すでに選択したチームに所属しているメンバーは，削除することはできません。

11.2.5　削除
チームを削除できます。

チーム一覧画面から，対象のチームをすべて選択して［削除］ボタンをクリックします。起動する以下の
ダイアログで対象に誤りがないことを確認（チェック）し，［実行］ボタンをクリックして削除します。

ステータスが操作中のチームを選択した場合や 1 人以上のユーザーが所属しているチームを選択した場合，
［削除］ボタンが非活性となり，操作できません。
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12 ログ管理

ログ管理のメニューで提供する機能について説明します。
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12.1　ログ一覧

［管理］画面のナビメニュー［ログ管理］−［ログ一覧］を選択すると，ログ一覧画面が表示されます。

12.1.1　一覧表示
管理者向けにサービスから提供可能な各種ログを表示できます。

チーム管理者の場合，一覧には何も表示されません。

一覧に表示する項目と説明を以下に示します。

項目 説明

［チェックボックス］ 操作対象を示すチェックボックスです。

ログ名 ログの種類を表す名称が表示されます。

ポータルユーザー操作ログ
ポータルのユーザーの操作履歴が出力されています。

最終更新日時 ログの最終更新日時が表示されます。

12.1.2　エクスポート
管理者向けのログの内容をエクスポートしてダウンロードできます。

ログ一覧画面から，対象のログをすべて選択して［エクスポート］ボタンをクリックします。起動する以
下のダイアログに必要な情報を入力し，［実行］ボタンをクリックしてエクスポートします。
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項目 説明 指定要否

ログ名 選択したすべてのログ名が表示されます。 −

取得日数 ログの取得日数を選択します。
1 日分から選択でき，最大 90 日分まで選択できます。
システム負荷の軽減のため，取得が必要な最低日数を選択してく
ださい。

必須

エクスポートしたログは，実行したタスクのタスク詳細ダイアログのファイル名「<タスク ID>.zip」（例：
0000000002.zip）のリンクからダウンロードできます。エクスポートを実行したユーザーだけがログを
ダウンロードできます。

ダウンロードしたファイル中に格納されている各ログのファイル名を以下に示します。

ログ名 ファイル名 ファイル名の例

ポータルユーザー操作ログ <タスク ID>_portallog.csv 0000000002_portallog.csv

ポータルユーザー操作ログの出力形式を以下に示します。

出力形式 日時（dd/MMM/yyyy:hh:mm:ss.SSSSSSSSS ZZZZ）,監査の成功／失敗,ユーザー ID,メッセージテキ
スト

説明 • 文字コードは UTF-8 です。
• 改行コードは LF です。
• ヘッダー行はありません。
• 各項目の区切り文字はコンマ(,)です。
• 各項目はダブルクォート(")で囲まれて出力されます。
• 日時のタイムゾーンは JST です。
• 監査の成功／失敗には，内容に応じて「成功の監査」または「失敗の監査」が出力されます。

出力例 "26/Apr/2021:13:37:30.632352081 +0900","失敗の監査","portal.user","ユーザー アカウント認証を実
行しました。アカウントがロックアウトされました。"

"26/Apr/2021:13:37:30.632352081 +0900","失敗の監査","portal.user","ユーザー アカウント認証を実
行しました。"

"26/Apr/2021:13:41:17.951368985 +0900","成功の監査","portal.user","ユーザー アカウントのロック
解除を実行しました。"
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ポータルユーザー操作ログの主な出力契機と，対応して出力される内容を以下に示します。

主な出力契機 監査の成功／失敗 出力されるメッセージテキスト
（複数メッセージの場合はそれらが連続して出
力されます）

ログイン成功，
ログイン中，
ログアウト，
およびログイン時にパスワード変更
が必要な場合

成功の監査 ユーザー アカウント認証を実行しました。

注意
本メッセージは，ログイン中にも断続的に
出力されます。

ログイン失敗 失敗の監査 ユーザー アカウント認証を実行しました。

注意
存在するユーザーアカウントの場合だけ，
出力されます。また，複数回出力される場
合があります。

パスワード変更
（成功）

成功の監査 アカウントのパスワード変更を実行しました。

パスワード変更
（失敗）

失敗の監査 アカウントのパスワード変更を実行しました。

アカウントのロックアウト 失敗の監査 ユーザー アカウント認証を実行しました。アカ
ウントがロックアウトされました。

ユーザー作成 成功の監査 ユーザー アカウント作成を実行しました。

ユーザー編集 成功の監査 ユーザー アカウント変更を実行しました。

ユーザー削除 成功の監査 ユーザー アカウント削除を実行しました。

ユーザーロック解除 成功の監査 ユーザー アカウントのロック解除を実行しまし
た。

ユーザーパスワードリセット 成功の監査 アカウントのパスワードリセットを実行しまし
た。
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13 その他，共通

サービスポータルのその他の共通機能について説明します。
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13.1　お知らせ

ログイン画面の通知エリアと同じく，システムメンテナンスによるサービス停止など，サービス提供元か
らのお知らせを表示できます。

お知らせは，メイン画面右上の［お知らせ］ボタンをクリックすると表示されます。
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13.2　用語集

用語集を表示できます。

用語集は，メイン画面右上の［用語集］ボタンをクリックすると表示されます。
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13.3　一覧画面での共通機能について

以下に示す一覧画面で，共通して利用できる機能を以下に示します。

• 提供ファイル一覧

• マネージャー一覧

• ルート一覧

• JP1 ユーザー一覧

• hosts 情報一覧

• 実行エージェント一覧

• ログ一覧

• タスク一覧

• ユーザー一覧

• チーム一覧

機能 説明

一覧の表示項目のフィルタリング 1. フィルターのテキストボックスにキーワードを入力します。
フィルターには 1〜64 文字の任意文字列（文字種チェック
なし）を指定可能です。

2. Enter キーを押すか，虫眼鏡のボタンをクリックします。
3. ×印のボタンを押すと，フィルタリングが解除されます。

なお，フィルターは一覧の中の全項目が検索対象となり，フィ
ルターに入力した文字列を含む行がフィルタリングされて表示
されます。フィルターに入力した文字列の大文字／小文字は区
別されず，AND 検索や OR 検索，正規表現による検索はでき
ません。

特定のカラムでのソート 1. カラムの見出しをクリックします。
2. クリックするたびに昇順，降順が切り替わります。

最新の情報に更新 一覧の内容を最新の情報に更新します。
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13.4　表示言語について

サービスポータルの表示言語は，Web ブラウザーの言語設定により次の通りに決定します。

Web ブラウザーの言語種別 サービスポータルの表示言語 備考

日本語(ja) 日本語

英語(en) 英語 一部，未対応の画面があります。このた
め，日本語での利用を推奨します。

上記以外 日本語
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13.5　ユーザー環境情報の保存

ユーザー環境の情報として次の情報が，Web ブラウザー単位にデータ保存されます。

ユーザー環境のデータを削除する場合は，Web ブラウザーで履歴を削除してください。

項目 保存する単位

フィルター履歴 サービスポータルのユーザーごとに，画面単位に履歴情報を
保存されます。

タスク画面にあるページバーの［行数/ページ］の選択値 サービスポータルのユーザーごとに保存されます。
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14 注意事項・制限事項

サービスポータルの注意事項・制限事項について説明します。
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14.1　注意事項

14.1.1　一括操作時のタスク生成について
複数の対象を選択して一括操作した場合，1 件のタスクとして登録するのではなく，それぞれの操作対象
ごとの操作を別々のタスクとして登録します。ただし，ログのエクスポートについては 1 件のタスクとし
て登録します。

14.1.2　タスクの実行について
システム負荷などの原因により，実行したタスクが長時間経過しても終了しない場合があります。この場
合には，サービス窓口までお問い合わせください。
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14.2　制限事項

• 新規に作成したチームにユーザーを所属させる前に，チーム作成のタスクが完了していることを確認し
てください。タスクの完了前にユーザーを当該チームに所属させた場合，そのユーザーでのリソースの
操作に失敗することがあります。この場合，他のチームに一度そのユーザーを移動させてから，再度作
成したチームに所属させてください。

• 一度に 400 人以上のユーザーに対する操作を実行しないでください。タスクがエラーで終了すること
があります。
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付録

JP1 Cloud Service サービスポータル 利用ガイド 134



付録 A　設定パラメータ・ツール

付録 A.1　設定パラメータシート
JP1 の設定パラメータシートには次のような特長があります。

• 設定パラメータシートの作成工数の軽減
品質が保証された JP1 の設定パラメータシートをお客様が利用することで，パラメータシートを作成す
る工数を抑えられます。

• 設定パラメータの変更内容の管理
設定パラメータシートの「変更履歴」でパラメータの追加・削除，値の変更などを管理しています。
システム更改時には「変更履歴」を基にパラメータを見直したりドキュメントを作成したりすること
で，作業工数を削減できます。

• 設定パラメータの絞り込み（一部の製品のみ）
一部の製品の設定パラメータシートには，項目を絞り込むための「Function select」シートがあり，
利用したい項目を選択すると必要な設定パラメータが選択表示されます。必要な項目を絞り込むことに
よって，構築にかかる工数を削減できます。

• パラメータ設定の自動化，収集および差分比較（一部の製品のみ）
「JP1 パラメータユーティリティ」を利用することで，製品がインストール済みの環境に設定パラメー
タシートの情報を適用したり，設定済みのパラメータ情報を Excel 形式のファイルに収集したりできま
す。
また，設定値との差分の有無も確認できます。

設定パラメータシートをダウンロードのうえ，パラメータシート（定数設計書）作成時の補助資料として
ご活用ください。

(1)　JP1/Base 設定パラメータシート
JP1/Base の「設定パラメータシート」と，JP1 パラメータ設定ツールを実行するために必要な「JP1 パラ
メータ設定ツールプラグイン」について説明します。

JP1/Base の設定パラメータシートには，標準版と拡張版があります。用途に応じてご使用ください。

利用用途による設定パラメータシートの選び方について説明します。

設定パラメータシートで定義の設定を行い，手動で定義ファイルを作成する場合，標準版をご使用ください。

設定パラメータシートで定義の設定を行い，JP1 パラメータ設定ツールで一括定義を行う場合，各定義ファ
イルの繰り返し（複数）定義できる数に上限があります。以下の上限数の違いから選択してください。
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各定義ファイル 繰り返し定義の上限数

標準版 拡張版

転送設定ファイル
ログファイルトラップ動作定義ファイル
イベントログトラップ動作定義ファイル

100 回分 100 回分

上記以外の定義ファイル 10 回分 100 回分

拡張版を選択した場合の注意事項
繰り返し定義の上限数が多い分だけ設定する行が増えるのでファイルサイズが大きくなります。そのた
め，Excel ファイルを開く時間が標準版よりも 5 倍程度遅くなることをご承知ください。

使用上の注意事項

• 設定パラメータシート及び JP1 パラメータ設定ツールを使用する場合は，必ず設定パラメータシー
トの JSSMT Usage シートにあります注意事項をご確認の上，ご使用ください。

• 設定パラメータシート及び JP1 パラメータ収集ツールを使用する場合は，必ず設定パラメータシー
トの JPACT Usage シートにあります注意事項をご確認の上，ご使用ください。

• 資料を加工してご使用いただいてもかまいませんが，成果物は利用者の責任の下でご使用ください。

• 利用者が加工された成果物に対して，日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部では責任を負
いかねます。

• 実際のシステム構築時には，必ず製品のマニュアルやリリースノートなど，最新の製品資料も併せ
てご確認ください。

• 資料は，予告無く変更される場合があります。

• 絞り込みシートを正常に動作させるために「シートの保護」が設定されている場合がありますが，
必要に応じてシートの保護を解除してください（パスワードは設定されていません）。ただし，シー
トの保護を解除した場合，絞り込み機能の動作は保証できかねますので，ご了承ください。

(2)　JP1/AJS3 設定パラメータシート
JP1/AJS3 の「設定パラメータシート」について説明します。

使用上の注意事項

• 資料を加工してご使用いただいてもかまいませんが，成果物は利用者の責任の下でご使用ください。

• 利用者が加工された成果物に対して，日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部では責任を負
いかねます。

• 実際のシステム構築時には，必ず製品のマニュアルやリリースノートなど，最新の製品資料も併せ
てご確認ください。

• 資料は，予告無く変更される場合があります。
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• 絞り込みシートを正常に動作させるために「シートの保護」が設定されている場合がありますが，
必要に応じてシートの保護を解除してください（パスワードは設定されていません）。ただし，シー
トの保護を解除した場合，絞り込み機能の動作は保証できかねますので，ご了承ください。

(3)　JP1/IM2 設定パラメータシート
JP1/IM2 の「設定パラメータシート」について説明します。

使用上の注意事項

• 資料を加工してご使用いただいてもかまいませんが，成果物は利用者の責任の下でご使用ください。

• 利用者が加工された成果物に対して，日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部では責任を負
いかねます。

• 実際のシステム構築時には，必ず製品のマニュアルやリリースノートなど，最新の製品資料も併せ
てご確認ください。

• 資料は，予告無く変更される場合があります。

• 絞り込みシートを正常に動作させるために「シートの保護」が設定されている場合がありますが，
必要に応じてシートの保護を解除してください（パスワードは設定されていません）。ただし，シー
トの保護を解除した場合，絞り込み機能の動作は保証できかねますので，ご了承ください。

付録 A.2　JP1 パラメータユーティリティ
設定作業をサポートするためのツールを提供します（対応製品：JP1/Base）。

• JP1 パラメータ設定ツール

• JP1 パラメータ収集ツール

(1)　JP1 パラメータ設定ツール
このツールを実行すると，入力済みの「設定パラメータシート」から「JP1 設定スクリプト」（設定値を製
品に設定するための設定ファイルや，設定するためのコマンドを記述したファイル）を作成できます。

前提条件を以下に示します。

前提 OS 前提ソフトウェア メモリ所要量

Windows Server 2008 R2 SP1（x64）
Windows Server 2012 R2（x64）
Windows 7 SP1（x64）
Windows 8.1（x64）
Windows 10（x64）

Java SE Runtime Environment 8u51
以降

1GiB（標準）
2GiB※

注※
JP1/Base 設定パラメータシートの拡
張版を使用する場合

下記の使用上のご注意をお読みの上，JP1 パラメータ設定ツールをダウンロードしてください。
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使用上のご注意

• ご使用前に，同梱されている「取扱説明書」を必ずお読みください。本書および本ツールは改良の
ため，予告なしに変更されることがあります。

• ツールの実行には，設定値が入力された設定パラメータシートと，それに対応する JP1 パラメータ
設定ツールプラグインが必要です（プラグインは，ツール実行前に所定のディレクトリに格納して
ください）。

• ツールで作成されたスクリプトは各製品のサポートプラットフォームで実行できます。

• 本ツールは Microsoft Excel ファイルを使用しますが，ツール実行の前提としては Microsoft Excel
のインストールは不要です。

対応製品は，JP1/Base の V11-10 以降および V12-00 以降です。

(2)　JP1 パラメータ収集ツール
このツールを実行すると，既存システムの設定値を設定パラメータシートに取り込めます。SI 作業の基本
である「設定パラメータシート（設計書）の内容を確実にシステムに反映させる」運用全体をサポートし
ます。

ぜひ JP1 パラメータ設定ツールと併せてご利用ください。

前提条件を以下に示します。

前提 OS 前提ソフトウェア メモリ所要量

Windows Server 2008 R2（64bit 版の
み）
Windows Server 2012 R2
Windows Server 2016
Windows 7（64bit 版のみ）
Windows 8.1（64bit 版のみ）
Windows 10（64bit 版のみ）

Java SE Runtime Environment 8u51
以降

2GiB（標準）
4GiB※

注※
JP1/Base 設定パラメータシートの拡
張版を使用する場合

下記の使用上のご注意をお読みの上，JP1 パラメータ収集ツールをダウンロードしてください。

使用上のご注意

• ご使用前に，同梱されている「取扱説明書」を必ずお読みください。本書および本ツールは改良の
ため，予告なしに変更されることがあります。

• 本ツールで利用するパラメータ情報ファイルは，別ホストで出力したファイルを利用可能です。ま
た，本ツールを実行する環境として各 JP1 製品がインストールされている必要はありません。

• 本ツールは Microsoft Excel ブック形式のファイルを扱いますが，本ツールを実行する環境として
Microsoft Excel がインストールされている必要はありません。

対応製品は，JP1/Base の V11-10 以降および V12-00 以降です。
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付録 B　各バージョンの変更内容

各バージョンでの変更点を次に示します。

付録 B.1　01-10 の変更内容
• Firefox のサポートバージョンを変更した。

• ルート一覧画面で提供する機能が利用できない場合についての記載を追加した。

• hosts 情報の新規登録時に，ping での通信確認を実施しないように変更した。

• 実行エージェントの編集についての注意事項を追加した。

付録 B.2　01-01 の変更内容
• Microsoft Edge をサポート対象とした。

• エクスポートしてダウンロードできるログの改行コードを変更した。

• ユーザー管理機能の仕様を次の通り変更した。

• ユーザー作成・編集，チーム作成・編集の入力時の制限事項を一部削除した。

• パスワードの変更禁止期間を変更した。

• ポータルユーザー操作ログの出力形式・内容を変更した。
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付録 C　このマニュアルの参考情報

付録 C.1　製品名の表記
表記 正式名称

JP1/AJS3 JP1/Automatic Job Management System 3

JP1/IM JP1/Integrated Management

JP1/Integrated Management 2

JP1/IM2 JP1/Integrated Management 2
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付録 D　用語解説

サービスポータルで使用する用語を以下に示します。

JP1 の用語の詳細については，JP1 のマニュアルを参照してください。

JP1 権限レベル
管理対象（資源）に対して JP1 ユーザーがどのような操作ができるかを表した名称です。ジョ
ブ，ジョブネット，イベントなどの管理対象（資源）の種類に応じて，操作項目を定めていま
す。管理対象（資源）の種類と，それに対する操作項目の幾つかを組み合わせた形式で JP1
ユーザーの操作権限を管理します。

JP1 資源グループ
ジョブ，ジョブネット，イベントなどの管理対象（資源）を幾つかのグループに分けて管理す
るためのグループの名称のことです。JP1 ユーザーがどの JP1 資源にアクセスできるかは，JP1
資源をグループ化した JP1 資源グループに対して設定します。

JP1 ユーザー
サービスで提供される JP1 の機能を利用するときに必要なユーザーです。JP1 ユーザーは，認
証サーバーに登録され，アクセス権限は認証サーバーで管理されます。

環境種別
お客様のシステムの環境（開発環境，本番環境など）を区別するための名称のことです。サー
ビスで提供されるマネージャーホストを配置するネットワーク区域の単位になります。

実行エージェント
ジョブやジョブネットの実行先となるエージェントホストの論理的な名称です。マネージャー
ホストに定義したエージェント情報に従って，ジョブやジョブネットに指定した実行エージェ
ントと実行先ホスト名がマッピングされ，ジョブやジョブネットが実行先のエージェントホス
トに配信されます。

また，実行エージェントの種類として，実行エージェントをグルーピングして負荷分散を実現
させる実行エージェントグループがあります。グルーピングする実行エージェントに優先順位
を付けておくことで，ジョブを配信するエージェントホストを決定し，ジョブを配信します。

（英字）

（カ行）

（サ行）
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タスク
ユーザーがサービスポータル上で行った操作の実行状況や実行履歴を管理する単位です。

チーム
サービスポータルのユーザーのグルーピングに利用できるチームのことです。チームは環境種
別と関連付けることができます。

チーム管理者
サービスポータルのチーム管理者権限を持つユーザーです。管理画面で提供される機能の一部
を利用できます。

ポータル管理者
サービスポータルの管理者権限を持つユーザーです。管理画面で提供される機能を利用できます。

リソース
サービスポータルで表示・操作できる資源全般のことを指します。

利用者
サービスポータルの利用者権限を持つユーザーです。

（タ行）

（ハ行）

（ラ行）
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